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杜
会
的
再
生
産
の
比
例
問
題
は
、
一
っ
の
ぎ
わ
め
て
複
雑
な
問
題
で

あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
提
起
し
た
、
重
大
な
意
義
を
も
っ
再
生
産
表
式
を

ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
、
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
捨
象
さ
れ
た

が
、
杜
会
主
義
的
再
生
産
の
比
例
問
題
を
具
体
的
に
研
究
す
る
う
え
で

有
意
義
な
若
干
の
重
要
な
要
素
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
杜
会
主

義
的
再
生
産
に
お
げ
る
い
く
っ
か
の
主
要
な
比
例
の
変
動
法
則
を
一
歩

す
す
ん
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
た
く
さ

れ
た
一
つ
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
課
題
に
こ
た
え
る
た
め
に
、

わ
た
し
は
、
杜
会
的
生
産
物
の
生
産
と
使
用
の
統
一
と
い
う
視
角
か
ら
、

マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
の
具
体
化
に
つ
い
て
不
十
分
な
が
ら
も
端
緒

的
な
接
近
を
く
わ
だ
て
、
一
つ
の
具
体
化
さ
れ
た
再
生
産
表
式
を
試
み

　
　
　
　
　
（
１
）

と
し
て
提
起
し
た
。
こ
の
具
休
化
さ
れ
た
再
生
産
表
式
に
お
い
て
は
、

杜
会
的
生
産
物
の
生
産
と
他
用
の
統
一
と
い
う
視
点
か
ら
、
第
一
部
門

の
生
産
物
（
１
）
は
三
つ
の
部
分
に
細
分
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
（
甲
）

第
一
部
門
の
物
貫
的
消
耗
の
補
旗
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
（
む
、

こ
れ
は
数
最
上
で
は
第
一
部
門
の
物
賃
的
消
耗
に
等
し
く
、
－
（
○
十

ｅ
＋
§
）
…
“
で
あ
る
。
　
（
乙
）
塘
二
部
門
の
物
質
的
消
耗
の
補
坂
に
一

用
い
ら
れ
る
生
座
資
料
（
い
）
。
　
こ
れ
は
数
量
上
で
は
第
二
部
門
の
物



質
的
消
耗
に
等
し
く
、
い
（
ｑ
＋
ｅ
＋
§
）
１
ー
き
で
あ
る
。
（
丙
）
蓄

積
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
（
か
）
。
　
こ
の
部
分
は
さ
ら
に
第
一
都
門

生
産
の
拡
大
に
充
用
さ
れ
る
生
産
資
料
（
ぎ
）
と
第
二
部
門
生
産
の

拡
大
に
充
用
さ
れ
る
生
産
資
料
（
ぎ
）
と
に
分
げ
ら
れ
る
。
　
第
二
部

門
の
生
産
物
（
自
）
も
三
つ
の
部
分
に
わ
け
ら
れ
る
。
　
す
な
わ
ち
、

（
甲
）
物
質
的
生
産
に
従
事
す
る
労
働
老
の
個
人
的
消
費
に
。
用
い
ら
れ

る
消
費
資
料
（
自
－
）
。
こ
れ
は
数
量
上
で
は
二
大
部
門
の
必
要
生
産
物

の
和
に
等
し
く
、
月
（
ｏ
＋
ｅ
＋
§
）
Ｈ
“
十
お
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
は
充
用
さ
れ
る
二
大
部
門
に
し
た
が
い
、
自
冒
と
自
岸
に
わ

げ
ら
れ
て
、
自
旨
（
○
十
ｅ
＋
§
）
１
－
Ｈ
Ｓ
自
昌
（
○
十
ｅ
＋
§
）
１
１
自
９
と

な
る
。
　
（
乙
）
非
生
産
的
領
域
で
の
消
費
に
用
い
ら
れ
る
消
費
賓
料

（
き
）
。
　
（
丙
）
蓄
積
さ
れ
る
消
費
資
料
（
自
。
。
）
、
こ
の
部
分
が
す
べ

て
物
質
的
生
産
の
領
域
に
用
い
ら
れ
る
と
す
る
と
、
充
用
さ
れ
る
部
分

に
し
た
が
っ
て
、
お
ｓ
と
自
。
。
｝
に
わ
け
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
区

分
に
も
と
づ
け
ば
、
具
体
化
さ
れ
た
再
生
産
表
式
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
な

る
。

　
っ
ぎ
の
具
体
化
さ
れ
た
再
生
座
十
衣
に
お
い
て
は
、
二
大
部
門
の
生
産

物
が
そ
の
最
終
的
な
使
用
の
面
に
お
う
じ
て
細
分
さ
れ
た
た
め
、
表
式

が
各
種
の
比
例
関
係
を
反
映
す
る
可
能
性
は
拡
大
し
、
祉
会
的
再
生
産

　
　
　
　
董
輔
祀
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例
と
の
関
係
」

の
比
例
に
影
響
す
る
若
干
の
要
素
も
導
入
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
杜

会
的
再
生
産
の
主
要
な
比
例
の
変
動
を
具
体
的
に
分
析
す
る
可
能
性
が

増
大
し
て
い
る
（
詳
細
は
『
立
命
館
経
済
学
』
第
一
二
巻
第
四
号
、
第

二
二
巻
第
三
号
の
紹
介
を
参
照
）
。
　
同
時
に
、
こ
の
表
式
に
は
な
お
い

く
つ
か
の
要
素
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
、
他
の
方
法
に
よ

っ
て
解
決
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｈ
（
ｑ
＋
ｅ
＋
§
）

－
（
ｑ
＋
ｅ
＋
§
）

い
（
〇
十
ｅ
＋
§
）

－
（
○
十
ｅ
＋
§
）

自
（
○
十
ｅ
＋
§
）

自
一
（
○
十
ｅ
＋
§
）

き
（
○
十
ｅ
＋
§
）

自
ぎ
（
〇
十
ｅ
＋
§
）

自
旨
（
○
十
ｅ
＋
§
）

　
　
わ
た
し
は
、
第
二
論
文
に
お
い
て
、

　
互
連
関
と
柵
互
規
制
か
ら
し
て
い

　
要
素
を
亥
式
の
な
か
に
導
入
し
て
、

　
と
で
あ
ら
わ
れ
る
杜
会
主
義
的
再
生
座
の
比
例
の
変
化
を
考
察
し
、

　
の
な
か
で
、
そ
の
他
の
い
く
つ
か
の
要
素

　
の
比
例
・
労
働
生
陸
性
と
労
働
者
の
平
均
的
実
貫
収
入
の
対
比
関
係
な

　
ど
に
も
ふ
れ
た
。
し
か
し
、
あ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
分
析
を
す
す
め

（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
一
　
（
五
二
三
）

か
ｘ
、
十
ｅ
＋
§
）
　
　
　
　
　
　
長
ｓ
（
○
十
ｅ
＋
§
）

　
　
　
　
　
　
－
い
（
ｑ
＋
ｅ
＋
§

か
｝
（
○
十
ｅ
＋
§
）
　
　
　
　
　
　
　
自
。
。
“
（
〇
十
ｅ
＋
§
）

　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
再
生
産
周
期
の
相

　
　
　
　
拡
大
再
生
産
の
こ
と
な
る
途
と
い
う

　
　
　
　
　
　
こ
と
な
る
拡
大
再
生
産
の
途
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
ミ
た
と
え
ぱ
、
蓄
秩
と
消
費



　
　
　
　
立
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済
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四
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る
う
え
で
っ
ぎ
の
よ
う
な
諸
要
素
を
捨
象
し
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
生

産
性
の
変
化
と
労
働
者
生
産
基
金
装
備
率
の
変
化
が
不
一
致
で
あ
る
こ

と
、
そ
れ
ら
の
問
の
対
比
関
係
の
変
化
が
各
都
門
に
お
い
て
互
い
に
不

一
致
で
あ
る
こ
と
、
各
部
門
の
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均
的
実
質

収
入
と
の
対
比
関
係
の
変
化
が
不
一
致
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
各
部
門
の
実
物
量
上
で
の
資
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

有
機
構
成
の
変
化
が
不
一
致
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
な
ど
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
導
入
し
て
、
そ

れ
が
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
関
係
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
察
し
、
あ
わ
せ

て
、
そ
れ
ら
が
二
大
部
門
生
産
の
比
例
に
及
ぽ
す
影
響
を
考
察
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
論
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
労
働
生
産

性
の
変
化
と
労
働
者
の
生
産
基
金
装
嚇
率
の
変
化
が
不
一
致
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
問
の
対
比
関
係
の
変
化
が
各
部
門
に
お
い
て
不

一
致
で
あ
る
こ
と
が
も
た
ら
す
影
響
を
考
察
し
、
っ
ぎ
に
、
労
働
生
産

性
と
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
対
比
関
係
が
斉
部
門
に
お
い
て
不

一
致
で
あ
る
こ
と
が
も
た
ら
す
影
響
を
考
察
し
、
さ
い
ご
に
、
こ
の
二

っ
を
結
合
し
て
、
各
部
門
に
お
げ
る
実
物
上
の
資
金
有
機
構
成
の
さ
ま

ざ
ま
た
変
化
が
も
た
ら
す
彬
響
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
行
論
の

過
程
で
、
必
要
に
お
う
じ
て
、
そ
の
他
の
若
干
の
要
素
に
も
ふ
れ
る
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
二
　
（
五
二
四
）

　
生
産
資
料
は
、
労
働
過
程
に
お
げ
る
物
質
的
要
素
で
あ
り
、
そ
の
数

量
・
質
と
使
用
情
況
は
、
物
質
的
要
素
の
側
面
か
ら
生
産
の
規
模
・
増

大
速
度
と
比
例
関
係
を
決
定
づ
け
る
。
生
産
資
料
が
杜
会
的
再
生
産
に

及
ぽ
す
こ
の
よ
う
な
規
制
作
用
に
着
眼
し
て
、
杜
会
的
再
生
産
の
比
例

関
係
の
決
定
と
変
化
を
考
察
す
る
と
き
、
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
生
．

　
　
　
　
　
（
３
）

産
基
金
装
備
率
の
問
の
対
比
関
係
の
変
化
、
お
よ
び
そ
の
対
比
関
係
の

変
化
が
各
部
門
で
こ
と
な
る
こ
と
を
研
究
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
こ

の
対
比
関
係
は
、
換
言
す
れ
ぼ
、
充
用
さ
れ
た
単
位
生
産
基
金
の
生
産

物
産
出
率
ま
た
は
単
位
生
産
物
の
生
産
基
金
占
用
率
の
逆
数
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
労
働
生
産
性
（
Ｔ
）
は
生
産
物
産
最
（
ｐ
）
と
労
働
者

数
（
Ｗ
）
の
比
、
つ
ま
り
、
『
１
－
、
＼
考
と
し
て
表
現
さ
れ
、
労
働
者

の
生
産
基
金
装
術
率
（
ア
）
は
充
用
さ
れ
た
生
陸
某
金
の
数
量
（
ア
）
と

労
働
者
数
（
Ｗ
）
の
比
、
つ
ま
り
、
＼
１
１
、
＼
考
と
し
て
表
現
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
生
産
基
金
装
備
率
と

の
対
比
関
係
は
、
生
産
物
の
産
娃
と
充
用
さ
れ
た
生
産
基
金
の
教
虹
の

些
一
ま
、
↑
小
＼
↑
丁
し
て
董
哀
走
物
の
産



量
と
充
用
さ
れ
た
生
産
基
金
の
数
量
と
の
比
（
、
＼
、
）
は
充
用
さ
れ

た
単
位
生
産
基
金
の
生
産
物
産
出
率
で
あ
り
、
そ
の
逆
数
（
、
＼
、
）

は
単
位
生
産
物
の
生
産
基
金
占
用
率
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
指
標
は
生

産
資
料
（
生
産
基
金
）
の
性
能
お
よ
び
そ
の
使
用
情
況
の
変
化
を
綜
合

的
に
反
映
す
る
。
充
用
さ
れ
る
単
位
生
産
基
金
の
生
産
物
産
出
率
が
高

げ
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
同
様
の
多
単
位
の
生
産
基
金
を
利
用
し
て
産
出
し

う
る
生
産
物
は
ま
す
ま
す
多
く
な
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
単
位
生
産
物

の
生
産
基
金
占
用
率
が
低
げ
れ
ぼ
低
い
ほ
ど
、
同
様
の
多
単
位
の
生
産

物
を
生
産
す
る
に
必
要
な
生
産
基
金
は
ま
す
ま
す
少
な
く
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
生
産
資
料
の
性
能
と
そ
の
使
用
情
況
は
、
労
働
生
産
性
と
労

働
者
の
生
産
基
金
装
佛
率
と
の
問
の
対
比
関
係
の
変
化
を
つ
う
じ
て
、

杜
会
的
再
生
産
の
規
模
・
増
大
速
度
と
比
例
関
係
に
影
響
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
が
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
関
係
を
さ

ら
に
す
す
ん
で
考
察
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
要
素
を
導
入
し
な
け
れ
ば

た
ら
な
く
な
る
。

　
実
際
に
は
、
労
働
生
産
性
の
変
化
と
労
働
者
の
生
産
基
金
装
傭
率
の

変
化
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
一
致
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
問
の
対
比
関
係
は

一
連
の
要
素
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
の
若
干
の
要
素
の
作

用
は
、
労
働
生
産
性
の
向
上
を
労
働
者
の
生
産
基
金
装
備
率
の
向
上
よ

　
　
　
　
董
輔
祀
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例
と
の
関
係
」

　
り
も
は
や
め
、
つ
咳
り
、
充
用
さ
れ
る
単
位
生
産
基
金
の
生
産
物
産
出

　
率
を
引
上
げ
ま
た
は
単
位
生
産
物
の
生
産
基
金
占
用
率
を
引
下
げ
る
で

　
あ
ろ
う
し
、
他
方
、
若
干
の
要
素
の
作
用
は
そ
の
結
果
が
逆
に
た
る
で

　
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
各
種
の
要
素
の
こ
と
な
っ
た
結
合
は
こ
の
対

　
比
関
係
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
ら
の
比
率
に
影
響
す

　
る
要
素
は
き
わ
め
て
多
い
が
、
そ
の
主
巽
な
も
の
は
、
技
術
的
進
歩
の

　
性
格
・
生
産
基
金
の
物
質
的
構
成
の
変
化
・
生
産
基
金
の
利
用
状
況
・

　
杜
会
的
生
産
の
部
門
構
造
の
変
化
・
生
産
の
地
理
的
分
布
の
変
化
・
生

　
産
の
分
業
と
協
業
の
発
展
・
生
産
の
白
然
的
条
件
の
変
化
、
た
ど
で
あ

　
る
。
生
産
関
係
の
変
革
お
よ
び
そ
れ
の
生
産
力
の
性
質
と
の
照
応
情
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
こ
こ
で
は
論
及
し
な
い
。

　
　
こ
れ
ら
す
べ
て
の
要
素
が
と
も
に
作
用
し
た
結
果
、
全
体
的
な
ま
た

　
長
期
的
な
趨
勢
か
ら
み
れ
ぼ
、
同
定
基
金
・
流
動
基
金
と
生
産
物
産
量

　
と
の
対
比
関
係
か
ら
い
っ
て
、
ま
た
は
生
産
基
金
総
量
と
生
産
物
産
量

　
と
の
対
比
関
係
か
ら
い
っ
て
も
、
生
産
物
の
蛸
大
は
生
雌
基
金
の
増
大

　
よ
り
は
や
く
、
あ
る
い
は
、
労
働
生
産
性
の
向
上
は
労
働
者
の
生
産
基

　
金
装
備
率
の
向
上
よ
り
も
は
や
い
。
い
う
ま
で
も
た
い
が
、
あ
る
時
期

　
　
（
主
と
し
て
工
業
化
の
初
期
）
に
お
い
て
は
あ
る
部
門
で
こ
れ
と
は
逆

　
の
情
況
が
現
川
し
う
る
。

（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
　
（
五
二
五
）
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こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
分
析
す
る
の
は
、
各
部
門
に
お
げ
る
労
働
生
産

性
と
労
働
者
の
生
産
基
金
装
備
率
と
の
対
比
関
係
・
杜
会
的
生
産
の
二

大
都
門
の
比
例
関
係
お
よ
び
そ
の
他
の
若
干
の
杜
会
的
再
生
産
の
比
例

の
関
係
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
各
部
門
の
生
産
視
模
は
、
直
接
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
で
生
産
に
従
事
す
る
労
働
者
教
（
宅
、
－
～
考
、
Ｍ
）
と
か
れ
ら
の
労

働
生
産
性
（
『
、
－
叶
『
、
心
）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

一
都
門
の
生
産
（
）
）
と
第
二
部
門
の
生
産
（
“
）
の
問
の
比
例
は
、

、
、
－
＼
、
、
心
１
１
考
、
－
・
『
、
－
＼
考
、
心
・
『
、
～
と
な
る
。
そ
し
て
、
各
部
門
で
生
産

に
従
事
す
る
労
働
者
数
は
、
生
産
資
料
の
条
件
か
ら
み
れ
ぼ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
で
用
い
ら
れ
る
生
産
貧
料
の
数
童
（
、
、
－
叶
、
、
心
）
と
そ
れ

ぞ
れ
の
部
門
の
労
働
者
一
人
当
り
の
生
塵
基
金
装
燃
率
（
＼
、
－
叶
＼
。
心
）

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
考
、
－
１
－
、
、
－
＼
べ
、
ブ
考
、
心
１
－
、
、
Ｍ
＼
＼
、
心

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
大
部
門
生
産
の
比
例
は
さ
ら
に
っ
ぎ
の
よ

う
に
た
る
。

　
　
　
、
、
－
　
『
、
－
＼
、
心
　
、
、
一

　
　
　
ぎ
ｎ
、
一
×
ブ
×
ユ
、
一
ご

　
こ
の
表
式
は
、
生
陸
狩
料
の
分
配
と
使
用
の
情
況
か
ら
み
る
と
、
あ

る
年
の
二
大
郁
門
の
比
例
が
三
細
の
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と

を
し
め
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
（
五
二
六
）

　
第
一
組
の
要
素
『
、
一
ミ
、
－
は
、
あ
る
年
の
第
一
部
門
に
お
げ
る
労

働
生
産
性
と
労
働
者
の
生
産
基
金
装
備
率
の
問
の
対
比
関
係
で
あ
る
。

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
対
比
関
係
が
し
め
し
て
い
る
の
は
、
あ

る
年
の
第
一
部
門
に
お
い
て
充
用
さ
れ
た
単
位
生
産
基
金
の
生
産
物
産

出
率
で
あ
り
ま
た
単
位
生
産
物
の
生
産
基
金
占
用
率
の
逆
数
で
あ
る
。

　
第
二
組
の
要
素
＼
、
固
＼
『
、
旧
は
、
あ
る
年
の
第
二
部
門
に
お
げ
る
労

働
者
の
生
産
基
金
装
備
率
と
労
働
生
産
性
と
の
対
比
関
係
で
あ
り
、
つ

ま
り
、
あ
る
年
の
塘
二
部
門
の
単
位
生
産
物
の
牛
産
火
金
占
用
率
ま
た

は
第
二
部
門
に
充
用
さ
れ
た
単
位
化
産
基
金
の
生
産
物
産
出
率
の
逆
数

で
あ
る
。

　
塘
三
組
の
嘆
素
、
、
一
＼
、
、
心
は
、
あ
る
年
の
箪
一
・
雄
二
部
門
で
充

用
さ
れ
た
生
産
貧
料
の
比
例
、
っ
ま
り
、
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
生
産

費
料
が
次
年
度
（
す
な
わ
も
あ
る
年
）
に
塘
一
と
獅
二
部
門
に
分
舳
さ

れ
る
比
例
で
あ
る
（
こ
こ
で
は
、
前
年
度
に
廃
棄
さ
れ
ず
次
年
度
に
も

ち
こ
さ
れ
る
固
定
資
企
を
考
慮
し
な
い
で
、
ｍ
定
資
企
が
一
年
あ
る
い

は
一
つ
の
生
座
胴
期
内
に
価
他
砿
移
を
完
了
す
る
も
の
と
仮
定
し
て
い

る
）
。

　
表
式
は
、
埜
一
一
紅
の
要
素
　
　
前
年
度
に
巾
産
さ
れ
た
化
陸
資
料
か

次
年
度
の
二
大
部
門
に
分
紀
き
れ
る
比
例
が
一
定
の
と
き
、
次
年
度
の



二
大
部
門
の
比
例
は
第
一
部
門
の
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
生
産
基
金

装
備
率
と
の
対
比
関
係
と
正
比
例
し
て
変
化
し
、
第
二
部
門
の
こ
の
対

比
関
係
と
は
反
比
例
し
て
変
化
す
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
と
ぱ

を
か
え
る
な
ら
ぱ
、
第
一
部
門
で
充
用
さ
れ
た
単
位
生
産
基
金
の
生
産

物
産
出
率
と
正
比
例
し
て
変
化
し
、
第
二
部
門
の
こ
の
対
比
関
係
と
は

反
比
例
し
て
変
化
す
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
事
柄
は
き
わ
め
て
明

白
で
あ
る
。
生
産
資
料
の
生
産
に
た
い
す
る
制
約
か
ら
み
れ
ぼ
、
第
一

と
第
二
部
門
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
間
の
比
例
が
一
定
で
あ
る
と

き
（
た
と
え
ぱ
、
前
年
度
の
そ
れ
ら
の
比
例
と
等
し
い
と
き
）
、
　
も
し

も
、
第
一
都
門
の
単
位
生
産
基
金
の
生
産
物
産
出
率
が
た
か
め
ら
れ
る

と
、
つ
ま
り
、
単
位
生
産
基
金
を
利
用
し
て
前
年
よ
り
も
多
く
の
生
産

資
料
を
生
産
し
う
る
と
す
る
と
、
そ
の
他
の
条
件
が
同
じ
で
あ
る
な
ら

ぱ
、
第
一
部
門
の
比
重
は
前
年
度
よ
り
も
そ
れ
相
応
に
た
か
ま
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
も
し
も
、
第
二
部
門
の
単
位
生
産
基
金
の

生
産
物
産
出
率
が
た
か
め
ら
れ
る
と
、
っ
ま
り
、
単
位
生
産
基
金
を
利

用
し
て
前
年
度
よ
り
も
多
く
の
消
費
資
料
が
生
産
さ
れ
る
と
、
そ
の
他

の
条
件
が
同
じ
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
第
二
部
門
の
比
重
は
前
年
度
よ
り
も

そ
れ
相
応
に
た
か
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　
各
部
門
に
お
げ
る
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
生
産
基
金
装
備
率
と
の

　
　
　
　
董
輔
祀
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例
と
の
関
係
」

　
対
比
関
係
の
変
化
は
、
そ
の
年
の
杜
会
的
再
生
産
に
お
け
る
そ
の
他
の

　
い
く
つ
か
の
比
例
に
一
定
の
影
響
を
あ
た
え
る
。
各
部
門
の
こ
の
対
比

　
関
係
の
こ
と
な
っ
た
結
合
は
、
ま
ず
、
そ
の
年
に
第
一
・
第
二
部
門
の

　
物
質
的
消
耗
を
補
填
す
る
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の

　
年
に
生
産
さ
れ
る
生
産
資
料
に
し
め
る
比
重
、
す
な
わ
ち
Ｈ
、
。
＼
Ｈ
、
～

　
－
、
心
＼
－
、
に
影
響
す
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
さ
ら
に
そ
れ
は
、
蓄
積
に
あ

　
て
ら
れ
る
生
産
資
料
の
な
か
で
第
一
と
第
二
部
門
生
産
の
拡
大
に
用
い

　
ら
れ
る
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
に
し
め
る
比
重
、
す
な
わ
ち
、
Ｈ
、
。
。
ｓ
＼
Ｈ
、
。
。
と

　
Ｈ
、
。
。
“
＼
Ｈ
、
。
。
に
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
比
重
は
さ

　
ら
に
、
生
産
資
料
と
い
う
物
質
的
条
件
の
面
か
ら
次
年
度
の
二
大
都
門

　
の
比
例
に
影
響
す
る
。
っ
い
で
、
各
部
門
の
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の

　
生
産
基
金
装
備
率
と
の
問
の
対
比
関
係
の
変
化
は
、
そ
の
年
に
生
産
さ

　
れ
た
生
産
資
料
に
お
い
て
補
填
と
蓄
積
に
用
い
ら
れ
る
部
分
の
比
例
、

　
す
な
わ
ち
、
（
Ｈ
、
－
十
－
、
岬
）
＼
－
、
。
。
に
影
響
す
る
。
　
こ
の
比
例
は
、
あ
る
程

　
度
、
生
産
資
料
と
い
う
物
質
的
条
件
の
面
か
ら
次
年
度
の
拡
大
再
生
産

　
の
規
模
と
速
度
を
決
定
す
る
。
同
時
に
、
こ
の
比
例
は
ま
た
、
そ
の
年

　
に
創
造
さ
れ
た
蓄
積
基
金
に
お
げ
る
生
産
資
料
と
消
費
資
料
と
の
比
例

　
（
Ｈ
、
。
。
＼
自
、
。
。
）
に
影
響
し
、
そ
の
年
に
創
遣
さ
れ
た
国
民
所
得
中
の
蓄
積

　
基
金
と
消
費
基
金
と
の
比
例
、
つ
ま
り
、
　
（
Ｈ
、
。
。
十
自
、
。
。
）
＼
（
自
．
一
十
自
、
～
）

（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
　
（
五
二
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）

に
影
響
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
以
上
の
説
明
は
省
略
し
た
い
。

　
以
上
の
簡
単
な
分
析
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
労
働
生
産
性
と

労
働
者
の
生
産
基
金
装
備
率
と
の
対
比
関
係
の
変
化
お
よ
び
そ
れ
の
二

大
部
門
に
お
け
る
こ
と
な
る
変
化
を
研
究
し
調
整
す
る
こ
と
は
、
杜
会

的
生
産
の
二
大
部
門
の
比
例
お
よ
び
そ
の
他
の
若
干
の
杜
会
的
再
生
産

の
比
例
を
研
究
し
調
整
す
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ

て
い
る
。
杜
会
主
義
工
業
化
の
路
線
・
国
家
の
技
術
政
策
と
投
資
政
策

は
、
。
う
え
に
の
べ
た
対
比
関
係
に
た
い
し
て
重
大
な
作
用
を
及
ぽ
す
が
、

と
く
に
技
術
政
策
と
投
資
政
策
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
考
慮
さ
れ

次
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
革
命
前
に
工
業
が
比
較
的
た
ち
お
く
れ
て
い
た

杜
会
主
義
国
家
の
情
況
か
ら
す
れ
ぼ
、
杜
会
主
義
工
業
化
の
過
程
に
お

い
て
、
比
較
的
多
く
の
投
資
が
重
工
業
建
設
に
あ
て
ら
れ
、
重
工
業
に

お
い
て
ま
ず
先
進
的
技
術
が
採
用
さ
れ
て
、
重
工
業
の
建
設
と
発
展
を

基
礎
と
し
て
農
業
・
軽
工
業
お
よ
び
国
民
経
済
ぜ
ん
た
い
の
技
術
改
造

が
し
だ
い
に
推
進
さ
れ
る
た
め
に
、
重
工
業
に
お
げ
る
単
位
生
産
物
の

生
産
基
金
占
用
率
の
低
下
ま
た
は
充
用
さ
れ
る
単
位
生
産
基
金
の
生
産

物
産
出
率
の
向
上
は
、
農
業
や
軽
工
業
よ
り
も
一
般
に
た
か
く
な
る
。

概
括
的
に
い
え
ば
、
宛
一
剖
門
に
お
け
る
上
述
の
比
重
の
そ
の
よ
う
な

変
化
は
、
　
一
般
的
に
は
、
第
二
部
門
の
そ
れ
よ
り
も
は
や
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六
　
（
五
二
八
）

他
方
、
工
業
化
水
準
の
比
較
的
高
い
国
家
の
情
況
に
つ
い
て
い
え
ぼ
、

現
代
的
な
先
進
的
な
生
産
技
術
は
、
多
く
は
ま
ず
生
産
資
料
生
産
部
門

（
軍
事
工
業
部
門
を
の
ぞ
く
）
に
あ
ら
わ
れ
ま
た
利
用
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
過
程
は
生
産
資
料
生
産
の
優
先
的
発
展
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
が
、

た
だ
っ
ぎ
の
点
に
注
意
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
投
資
総

額
お
よ
び
そ
の
二
大
部
門
へ
の
分
配
比
例
が
定
ま
っ
て
い
る
条
件
の
下

で
は
、
第
二
部
門
で
の
労
働
生
産
性
の
向
上
は
第
二
部
門
で
の
労
働
者

の
生
産
基
金
装
備
率
の
向
上
よ
り
も
は
や
く
な
り
う
る
し
、
こ
の
こ
と

は
生
産
資
料
生
産
の
優
先
的
発
展
と
消
費
資
料
生
産
の
迅
速
な
発
展
と

を
結
合
す
る
重
要
な
道
で
あ
る
。

　
さ
い
ご
に
、
う
え
の
表
式
に
お
げ
る
第
三
組
の
要
素
１
あ
る
年
に

二
大
部
門
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
比
例
ま
た
は
前
年
度
に
生
産
さ

れ
た
生
産
資
料
の
二
大
部
門
へ
の
分
配
比
例
　
　
に
っ
い
て
分
析
し
な

け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
一
組
の
要
素
も
労
働
生

産
性
と
労
働
者
の
生
産
基
金
装
備
率
と
の
対
比
関
係
と
関
係
を
も
っ
て

い
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
あ
る
年
に
雄
一
部
門
生
産
に
用
い
ら

れ
る
生
産
資
料
は
、
過
去
の
貯
嚇
の
役
割
を
考
慮
し
な
い
と
す
れ
ぼ
、

三
っ
の
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ｏ
ｏ
前
年
度
に
生
座

、
’



さ
れ
第
一
・
部
門
の
物
質
的
消
耗
の
補
填
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
（
－
）
、

吻
前
年
度
に
蓄
積
さ
れ
た
生
産
資
料
の
な
か
で
第
一
部
門
生
産
の
拡
大

に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
（
釘
）
、
岬
前
年
度
に
償
却
さ
れ
ず
次
年
度

の
第
一
部
門
で
使
用
さ
れ
る
固
定
基
金
、
で
あ
る
。
第
三
部
分
の
生
産

資
料
の
二
大
部
門
へ
の
分
配
が
す
で
に
定
ま
っ
て
い
る
と
し
て
（
そ
れ

ら
の
新
し
い
分
配
を
考
慮
し
な
い
）
、
分
析
を
す
す
め
る
う
え
で
、
わ

れ
わ
れ
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
論
及
せ
ず
（
あ
る
い
は
、
固
定
基
金

が
一
つ
の
生
産
周
期
内
に
白
已
の
回
転
を
完
了
す
る
と
仮
定
し
て
）
、

同
時
に
、
労
働
者
の
生
産
基
金
装
備
率
に
お
い
て
こ
の
部
分
の
生
産
資

料
数
量
が
相
応
に
控
除
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
設
定
し
て

も
分
析
の
実
質
に
は
変
化
は
な
い
。
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
前
二
部
分
の

生
産
資
料
の
数
量
が
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
を
考
察
し
よ
う
。
・

　
前
年
度
に
生
産
さ
れ
て
第
一
部
門
の
物
質
的
消
耗
の
補
填
に
用
い
ら

れ
る
生
産
資
料
は
、
前
年
度
の
第
一
部
門
の
生
産
物
数
量
と
前
年
度
の

単
位
生
産
物
の
生
産
資
料
消
耗
率
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
と
ぱ
を

か
え
れ
ぱ
、
前
年
度
の
労
働
者
数
（
き
）
と
労
働
老
一
人
当
り
の
生
産

基
金
消
耗
率
（
、
）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
－
（
、
十

ｅ
＋
§
）
１
１
宅
－
×
■
で
あ
る
。

　
前
年
度
に
蓄
積
さ
れ
第
一
部
門
生
産
の
拡
大
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資

　
　
　
　
董
輔
祀
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例
と
の
関
係
」

　
料
の
数
量
は
、
前
年
度
の
第
一
部
門
生
産
物
の
産
量
（
１
１
■
×
ぎ
）

　
と
前
年
度
に
次
年
度
の
第
一
部
門
生
産
の
拡
大
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資

　
料
が
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
生
産
資
料
に
し
め
る
比
重
（
７
）
に
よ
っ

　
て
決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
か
。
（
ｏ
＋
ｅ
＋
§
）
１
１
■
×
ぎ
×
、
で

　
あ
る
。

　
　
こ
れ
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
あ
る
年
に
第
一
部
門
生
産
に

　
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
数
量
（
、
、
－
）
は
、
、
、
－
１
１
ぎ
×
＞
十
■
×
ぎ

　
×
、
１
１
（
■
÷
十
■
）
≧
－
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
そ
し
て
、
あ
る
年
に
消
費
資
料
生
産
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
も
、

　
さ
き
の
生
産
資
料
生
産
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
と
対
応
す
る
三
っ
の

　
都
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
第
三
部
分
に
論
及
し
な
い
と
す
れ
ぱ
、
前

　
年
度
に
生
産
さ
れ
た
生
産
資
料
か
ら
次
年
度
の
第
一
部
門
生
産
に
用
い

　
ら
れ
る
部
分
を
差
引
い
た
差
額
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
、
、
Ｎ
ｌ
Ｉ
■
×
＞
“
１
（
■
・
、
十
■
）
≧
－
１
－
「
■
（
Ｈ
ｌ
、
）
１
＞
〕
＞
“
で
あ
る
。

　
　
し
た
が
っ
て
、
あ
る
年
の
第
一
・
第
二
部
門
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資

　
料
の
比
例
は
っ
ぎ
の
表
式
に
ふ
く
ま
れ
る
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る

　
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
ｈ
ｒ
－
ｉ
Ｐ
、
十
戸
　
　
　
．
　
Ｓ

　
　
　
　
　
、
、
～
　
■
（
Ｈ
１
、
）
１
■

　
　
こ
の
表
式
は
、
あ
る
年
の
二
大
部
門
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
比

（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七
　
（
五
二
九
）
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例
が
直
接
に
二
組
の
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に

し
て
い
る
。
○
Ｏ
前
年
度
の
第
一
部
門
に
お
げ
る
労
働
生
産
性
（
『
、
－
）
と

前
年
度
の
第
一
部
門
に
お
げ
る
労
働
者
の
生
産
基
金
消
耗
率
（
■
）
と

の
問
の
数
量
的
関
係
。
こ
の
関
係
は
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
生
産
資
料

中
で
第
一
部
門
の
物
質
的
消
耗
の
補
填
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
比

重
（
－
＼
－
）
を
決
定
す
る
。
　
吻
前
年
度
に
蓄
積
さ
れ
た
生
産
資
料
中

で
次
年
度
の
第
一
部
門
生
産
の
拡
大
に
用
い
ら
れ
る
部
分
が
前
年
度
に

生
産
さ
れ
た
生
産
資
料
中
に
し
め
る
比
重
、
（
１
－
“
。
＼
Ｈ
）
。
こ
こ
で
は
、

第
一
の
要
素
に
っ
い
て
以
下
の
よ
う
に
略
説
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
表
式
は
、
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
生
産
資
料
中
に
蓄
積
さ
れ
第
一
部

門
の
生
産
を
拡
大
す
る
部
分
が
し
め
る
比
重
（
ヅ
）
が
一
定
の
と
き
、

前
年
度
の
第
一
部
門
に
お
げ
る
労
働
生
産
性
と
労
働
者
一
人
当
り
の
生

産
基
金
消
耗
率
と
の
問
の
対
比
関
係
が
、
生
産
資
料
の
次
年
度
に
お
げ

る
二
大
部
門
へ
の
分
配
比
例
を
決
定
す
る
こ
と
を
、
あ
き
ら
か
に
し
て

い
る
。
こ
の
対
比
関
係
が
、
さ
き
の
説
明
か
ら
准
測
さ
れ
る
よ
う
に
、

単
位
生
産
資
料
の
生
産
基
金
消
耗
率
で
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
と
逆
に
、

消
費
さ
れ
た
単
位
生
産
基
金
の
生
産
資
料
産
出
率
で
あ
る
。
表
式
に
よ

れ
ぼ
っ
ぎ
の
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
前
年
度
の
■

の
増
大
が
＞
の
増
大
よ
り
は
や
い
と
き
、
っ
ま
り
構
一
部
門
で
消
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
　
（
五
三
〇
）

さ
れ
た
単
位
生
産
基
金
の
生
産
資
料
産
出
率
が
引
上
げ
ら
れ
た
と
き
、

そ
の
他
の
条
件
が
同
じ
で
あ
れ
ぼ
、
前
々
年
度
と
比
較
す
る
と
、
第
一

部
門
の
物
質
的
消
耗
の
補
填
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
前
年
度
に
生

産
さ
れ
た
生
産
資
料
中
に
し
め
る
比
重
が
低
下
し
、
次
年
度
の
第
一
部

門
で
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
比
重
は
低
下
す
る
こ
と
に
な
り
、
策
二

部
門
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
比
重
は
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
他

方
、
　
■
の
増
大
が
ｂ
よ
り
も
お
そ
い
と
き
、
情
況
は
こ
の
逆
に
な

る
。　

こ
の
よ
う
な
依
存
関
係
は
軽
視
し
え
な
い
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
つ

ぎ
の
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
生
産
資
料
生
産
の
優
先
的
発
展
と
消
費
資

料
生
産
の
迅
速
な
発
展
を
適
当
に
結
合
す
る
た
め
に
は
、
す
で
に
の
べ

た
こ
と
の
ほ
か
に
、
生
産
資
料
が
二
大
部
門
に
分
配
さ
れ
る
数
量
と
比

例
に
着
目
す
る
な
ら
ぼ
、
第
一
部
門
の
労
働
生
産
性
の
向
上
を
第
一
都

門
の
労
働
者
の
生
産
基
金
消
耗
率
の
増
加
よ
り
も
で
き
る
か
ぎ
り
は
や

め
る
こ
と
、
ま
た
は
、
単
位
生
産
張
料
の
生
産
基
金
消
耗
率
を
で
き
る

か
ぎ
り
引
下
げ
る
こ
と
が
、
一
っ
の
重
要
な
方
途
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
方
途
に
よ
れ
ぼ
、
肺
一
部
門
生
産
の
拡
大
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料

の
蓄
積
を
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
箪
二
部
門
生
産

の
拡
大
に
用
い
ら
れ
る
生
産
資
料
の
蓄
積
を
蛸
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



こ
の
よ
う
な
情
況
の
下
で
は
、
蓄
積
さ
れ
る
生
産
資
料
は
増
加
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
そ
の
な
か
で
第
一
部
門
生
産
の
拡
大
に
用
い
ら

れ
る
部
分
の
比
重
（
７
）
が
適
当
に
引
上
げ
ら
れ
て
も
、
消
費
賓
料
生

産
の
迅
速
な
発
展
を
阻
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
第
一
部
門
の
労
働
生
産
性
と
第
一
部
門
の
労
働
者
の
生
産
基
金
消
耗

率
と
の
問
の
対
比
関
係
は
、
ま
た
、
二
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
○
ｏ
第
一
部
門
に
お
げ
る
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
生

産
基
金
装
備
率
と
の
間
の
対
比
関
係
。
こ
の
要
素
の
作
用
は
、
総
じ
て

い
え
ぼ
、
第
一
部
門
に
お
げ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
を
労
働
者
の
生
産

基
金
消
耗
率
の
向
上
よ
り
も
は
や
め
る
の
に
有
利
で
あ
る
。
似
一
定
の

生
産
周
期
（
あ
る
い
は
年
度
）
内
に
お
げ
る
箪
一
部
門
の
生
産
的
固
定

基
金
の
消
耗
率
。
こ
こ
で
は
後
者
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て

お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
特
定
の
生
産
周
期
に
お
い
て
、
労
働
者
一
人
当
り
の
流

動
基
金
装
備
率
と
労
働
者
一
人
当
り
の
流
動
基
金
消
耗
率
と
の
問
の
差

異
は
存
在
し
な
い
。
な
普
な
ら
ぼ
、
流
動
基
金
は
一
つ
の
生
産
周
期
内

に
す
べ
て
消
耗
さ
れ
て
、
白
己
の
価
値
を
完
全
に
転
移
す
る
の
で
、
用

い
ら
れ
た
流
動
某
金
と
消
費
さ
れ
た
流
動
基
金
と
の
問
に
は
不
一
致
は

あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
の
生
産
基
金
装
備

　
　
　
　
董
輔
耐
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例
と
の
関
係
」

　
率
と
生
産
基
金
消
耗
率
と
の
問
の
差
異
は
、
一
定
の
生
産
周
期
内
で
用

　
い
ら
れ
た
生
産
的
固
定
基
金
の
数
量
と
消
費
さ
れ
た
生
産
的
固
定
基
金

　
の
数
量
と
の
差
額
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
し
、
そ
れ
は
ま
た
固
定
基
金

　
の
回
転
速
度
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
回
転
が
は
や
け
れ
ぱ
は
や

　
い
ほ
ど
、
同
じ
条
件
の
下
で
ぽ
、
そ
の
差
額
は
ま
す
ま
す
小
さ
く
な
り
、

　
そ
う
で
な
け
れ
ぼ
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。
固
定
基
金
の
回
転
速
度
に

　
影
響
す
る
要
素
は
き
わ
め
て
多
い
が
、
そ
の
作
用
の
ち
が
い
に
よ
る
と
、

　
二
っ
に
わ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
若
干
の
要
素
は
固
定
基
金
の
回
転
を
緩
慢
に
し
、
そ
の
使
用
期
限
を

　
延
長
し
、
固
定
基
金
の
損
耗
を
減
少
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
、
用
い
ら
れ

　
た
固
定
基
金
と
消
費
さ
れ
た
そ
れ
と
の
差
額
を
拡
大
す
る
。
こ
れ
ら
の

　
要
素
と
し
て
は
、
よ
り
堅
牢
な
材
料
で
製
造
さ
れ
て
固
定
基
金
を
構
成

　
す
る
物
質
的
要
素
（
機
械
設
佛
や
連
築
物
な
ど
）
、
固
定
基
金
の
合
理

　
的
利
用
や
維
持
活
動
の
改
善
に
よ
る
、
固
定
基
金
中
の
耐
用
部
分
（
雄

　
築
物
・
ダ
ム
や
営
造
物
な
ど
）
の
比
頂
向
上
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
他
の
一
連
の
要
素
は
固
定
基
金
の
回
転
速
度
を
は
や
め
、
火
際
に
使

　
用
で
き
る
瑚
眼
と
経
済
的
期
限
（
す
な
わ
ち
、
固
定
基
金
が
生
産
に
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
入
さ
れ
て
か
ら
新
し
い
固
定
基
金
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
ま
で
の
使
用

　
期
限
）
を
短
縮
し
、
し
た
が
っ
て
、
一
定
の
生
産
周
期
に
お
け
る
固
定

（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九
　
（
五
三
一
）
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基
金
の
損
耗
率
を
増
大
さ
せ
、
用
い
ら
れ
た
固
定
基
金
と
損
耗
さ
れ
た

そ
れ
と
の
差
額
を
縮
少
す
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
と
し
て
は
、
固
定
基
金

の
使
用
強
度
（
加
速
運
転
・
利
用
系
数
の
引
上
げ
な
ど
）
の
向
上
、
機

械
設
備
な
ど
の
使
用
期
限
を
比
較
的
短
縮
す
る
固
定
基
金
の
比
重
の
増

大
、
技
術
的
進
歩
に
よ
る
と
こ
ろ
の
固
定
基
金
の
道
徳
的
損
耗
が
実
際

に
使
用
可
能
期
限
末
以
前
に
償
却
と
更
新
を
要
求
す
る
こ
と
、
ガ
ど
が

か
ぞ
え
ら
れ
る
。

　
い
く
つ
か
の
国
家
の
資
料
か
ら
み
る
と
、
生
産
的
固
定
基
金
の
償
却

率
は
た
か
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
れ
ら
の
二
種
類
の
要
素

の
な
か
で
、
総
じ
て
い
え
ぼ
、
後
者
が
は
た
す
作
用
が
よ
り
大
き
く
、

そ
れ
も
技
術
的
進
歩
の
加
速
化
の
結
果
で
あ
る
と
、
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

　
以
上
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
部
門
の
労
働
生
産
性
の

向
上
と
第
一
部
門
の
労
働
老
の
生
産
基
金
消
耗
率
の
蛸
大
と
の
対
比
関

係
を
決
定
す
る
二
っ
の
要
素
は
、
相
反
す
る
作
用
を
及
ぽ
し
う
る
の
で

あ
る
。
特
定
の
時
瑚
に
、
そ
れ
ら
の
共
同
作
用
の
結
果
が
二
大
部
門
に

用
い
ら
れ
る
生
陸
資
料
の
比
例
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
る
か
は
、

こ
ん
ご
ひ
き
っ
づ
い
て
研
究
す
る
べ
き
課
．
越
の
一
っ
で
あ
る
。

　
す
で
に
お
こ
な
っ
た
分
析
は
わ
れ
わ
れ
に
っ
ぎ
の
よ
う
に
お
し
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
（
五
三
二
）

い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
経
済
計
画
を
作
成
す
る
と
き
、
資
源
を
需
要

と
適
応
さ
せ
る
た
め
に
は
、
生
産
資
料
と
い
う
物
質
的
条
件
か
ら
す
れ

ぼ
、
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
生
産
資
料
の
次
年
度
二
大
部
門
へ
の
分
配

比
例
と
前
年
度
の
杜
会
的
再
生
産
に
お
け
る
そ
の
他
の
関
連
す
る
比
例

（
た
と
え
ば
、
生
産
資
料
の
二
大
部
門
の
蓄
積
に
用
い
ら
れ
る
比
例
、

生
産
資
料
の
補
填
と
蓄
積
に
用
い
ら
れ
る
比
例
、
生
産
資
料
の
二
大
部

門
の
物
質
的
消
耗
の
補
填
に
用
い
ら
れ
る
比
例
、
一
生
産
資
料
生
産
の
た

め
の
生
産
資
料
と
消
費
資
料
生
産
の
た
め
の
生
産
資
料
の
比
例
、
な
ど
）

を
調
整
す
る
と
き
で
あ
ろ
う
と
、
次
年
度
の
二
大
部
門
の
比
例
お
よ
び

そ
の
他
の
い
く
っ
か
の
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
を
調
整
す
る
と
き
で
あ

ろ
う
と
、
い
づ
れ
の
場
合
で
も
、
労
働
什
産
性
と
労
働
者
の
生
産
基
金

装
備
率
と
の
間
の
対
比
関
係
お
よ
び
各
部
門
に
お
け
る
こ
の
対
比
関
係

の
変
化
を
研
究
し
調
整
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
二

　
杜
会
的
生
鹿
に
従
事
す
る
と
き
、
ひ
と
び
と
は
一
定
の
生
産
資
料
を

装
備
し
消
耗
す
る
以
外
に
、
労
働
力
の
再
牛
産
を
維
持
す
る
た
め
に
一

定
の
消
破
賞
料
を
た
え
ず
消
費
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

消
破
賓
料
は
け
っ
し
て
労
働
過
秋
と
生
座
の
物
貫
的
要
素
で
は
な
い
け

れ
ど
も
、
あ
る
程
度
、
労
働
に
従
箏
す
る
人
数
を
決
定
し
、
そ
し
て
労



働
過
程
に
お
げ
る
人
的
要
素
を
つ
う
じ
て
杜
会
的
生
産
の
規
模
・
増
大

速
度
や
比
例
関
係
を
規
制
す
る
。
消
費
資
料
の
杜
会
的
生
産
に
た
い
す

る
こ
の
よ
う
な
規
制
作
用
は
、
具
体
的
に
い
え
ぼ
、
労
働
生
産
性
と
物

質
的
生
産
者
の
平
均
的
実
質
収
入
と
の
間
の
対
比
関
係
の
変
化
を
つ
う

じ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

　
第
二
論
文
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
か
つ
て
内
包
的
拡
大
再
生
産
の

下
で
、
杜
会
的
生
産
ぜ
ん
た
い
の
平
均
的
労
働
生
産
性
と
杜
会
的
生
産

ぜ
ん
た
い
の
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
対
比
関
係
と
、
杜
会
的
再

生
産
に
お
げ
る
諸
々
の
比
例
関
係
と
の
問
の
依
存
関
係
を
考
察
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
と
の
間

の
対
比
関
係
の
変
化
は
各
部
門
に
お
い
て
た
え
ず
一
致
す
る
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
故
に
、
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
こ
の
要
素
を
導
入
し
て
、
そ

れ
が
杜
会
的
再
生
産
の
諸
々
の
比
例
に
あ
た
え
る
影
響
を
考
察
し
、
か

っ
、
そ
れ
が
杜
会
的
生
産
の
二
大
部
門
の
比
例
関
係
に
あ
た
え
る
影
響

を
も
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
二
大
部
門
と
諸
部
門
に
お
い
て
、
労
働
生
産
性
と
労
働
老
の
平
均
的

実
質
収
入
と
の
比
は
必
要
消
費
基
金
（
全
人
民
的
所
有
制
の
経
済
に
あ

っ
て
は
賃
金
基
金
）
の
単
位
当
り
の
生
産
物
産
出
率
と
し
て
あ
ら
わ
れ

る
。
そ
の
逆
数
は
、
単
位
生
産
物
当
り
の
必
要
消
費
基
金
占
用
率
で
あ

　
　
　
、
董
輔
祀
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例
と
の
関
係
」

　
る
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
労
働
生
産
性
（
Ｔ
）
は
生
産
物
産
量
（
Ｐ
）
と
労

　
働
者
数
（
Ｗ
）
の
比
、
つ
ま
り
『
１
１
勺
＼
暑
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
労
働

　
者
の
平
均
的
実
質
収
入
（
〃
）
は
必
要
消
費
基
金
（
ｙ
）
と
労
働
老
数

　
　
（
Ｗ
）
の
比
、
つ
ま
り
ｅ
ｌ
Ｉ
ぺ
＼
宅
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
一
て
、
↑
小
＼
↑
巾
で
掌

　
　
も
し
も
、
物
質
的
消
耗
の
杜
会
的
生
産
物
に
お
い
て
し
め
る
比
重
の

　
変
化
を
考
慮
し
な
い
か
、
ま
た
は
労
働
生
産
性
が
純
生
産
物
を
分
子
と

　
し
て
計
算
さ
れ
る
と
き
に
は
、
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均
賃
金
と

　
の
比
の
変
化
は
、
資
本
主
義
杜
会
で
は
、
実
質
的
に
は
、
他
の
側
面
（
剰

　
余
価
値
か
ら
で
は
な
く
て
、
不
変
資
本
の
総
生
産
物
あ
る
い
は
純
生
産

　
物
に
し
め
る
比
重
の
変
化
と
い
う
側
面
か
ら
）
か
ら
、
資
本
家
の
労
働

　
老
に
た
い
す
る
搾
取
程
度
の
変
化
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

　
で
、
杜
会
主
義
に
お
い
て
は
、
こ
の
比
率
は
労
働
者
個
人
と
集
団
・
杜

　
会
と
の
関
係
の
変
化
を
反
映
し
、
労
働
者
の
個
人
的
生
活
の
改
善
と
同

　
時
に
、
労
働
者
が
集
団
と
杜
会
に
提
供
す
る
剰
余
生
産
物
最
の
変
化
を

　
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
比
率
は
生
産
物
産
量
と
用
い
ら
れ
た
生

　
産
基
金
量
と
の
問
の
比
率
と
は
重
大
な
区
別
を
も
っ
て
い
る
。
も
し
も
、

　
用
い
ら
れ
た
単
位
生
産
基
金
当
り
の
生
産
物
産
出
率
が
大
で
あ
れ
ぱ
あ

　
る
ほ
ど
よ
い
と
一
般
的
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ぱ
、
単
位
必
要
消

（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
　
（
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費
基
金
当
り
の
生
産
物
産
出
率
が
大
で
あ
れ
ぼ
あ
る
ほ
ど
よ
い
と
一
般

的
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
普
な
ら
ぼ
、
杜
会
主
義
杜
会
で
は
、

労
働
生
産
性
の
向
上
と
同
時
に
労
働
老
の
平
均
的
実
質
収
入
は
適
当
に

引
上
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
労
働
生
産
性
と
労
働
老
の
平
均
的
実
質
収
入
の
各
部
門
に

お
け
る
こ
と
な
る
変
化
、
と
二
大
部
門
の
比
例
お
よ
び
そ
の
他
の
い
く

つ
か
の
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
べ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

　
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
あ
る
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
お
げ
る
生

産
の
規
模
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
労
働
者
の
人
数
と
か
れ
ら
の
労
働

生
産
性
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
各
部
門
で
生
産
に
従
事
す

る
労
働
者
数
は
、
消
費
資
料
の
条
件
か
ら
み
れ
ぼ
、
そ
の
年
に
各
部
門

の
労
働
者
の
消
費
に
あ
て
ら
れ
る
消
費
費
料
の
数
量
（
ぺ
、
－
叶
ぺ
、
Ｍ
）

と
各
部
門
の
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
（
ｅ
，
Ｈ
～
ｅ
，
Ｎ
）
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
考
、
－
１
１
ぺ
、
－
＼
ｅ
、
ヴ
考
、
Ｍ
１
１
く
、
Ｍ
＼
ｅ
、
心
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
消
彼
資
料
の
分
配
と
使
用
の
情
況
か
ら
す
れ
ぼ
、
あ
る

年
に
お
げ
る
二
大
部
門
生
産
の
比
例
は
、
っ
ぎ
の
表
式
に
し
め
さ
れ
る

要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
も
、
さ
き
と
同
様
に
三
組
の
要
素
が
あ
る
。

　
『
、
Ｈ
＼
ｅ
、
－
は
あ
る
年
の
第
一
部
門
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
労
働
者

の
平
均
的
実
質
収
入
と
の
問
の
対
比
関
係
、
あ
る
い
は
、
第
一
部
門
の

単
位
必
要
消
費
基
金
当
り
の
生
産
物
産
出
率
で
あ
る
。

　
ｅ
、
～
＼
『
、
螂
は
あ
る
年
の
第
二
部
門
に
お
げ
る
労
働
者
の
平
均
的
実
質

収
入
と
労
働
生
産
性
と
の
問
の
対
比
関
係
、
あ
る
い
は
、
第
二
部
門
の

単
位
生
産
物
当
り
の
必
要
消
費
基
金
占
用
率
で
あ
る
。

　
ぺ
、
－
＼
く
、
｝
は
あ
る
年
の
二
大
部
門
に
お
い
て
労
働
者
の
消
費
に
用

い
ら
れ
る
消
費
資
料
の
比
例
、
あ
る
い
は
、
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
消

費
資
料
か
ら
非
生
産
領
域
で
消
費
さ
れ
る
部
分
を
差
引
い
た
残
額
が
次

年
度
の
二
大
部
門
問
に
分
配
さ
れ
る
比
例
で
あ
る
。

　
表
式
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
第
三
組
の
要
素
が
一
定
（
こ
の
分

配
比
例
が
前
年
度
の
二
大
部
門
に
お
け
る
必
要
消
貨
基
金
の
比
例
と
一

致
す
る
と
仮
定
す
る
）
で
あ
る
と
き
、
次
年
度
の
二
大
部
門
の
比
例
は
、

一
方
で
は
、
次
年
度
の
第
一
部
門
に
お
け
る
労
働
生
産
性
と
労
働
老
の

平
均
的
実
、
貫
収
入
と
の
対
比
関
係
の
変
化
と
正
比
例
し
て
変
化
す
る
。

た
と
え
ぼ
、
第
一
部
門
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
向
上
が
労
働
者
の
平

均
的
実
符
収
入
の
坤
大
よ
り
も
は
や
い
と
き
に
は
、
狐
一
部
門
の
比
重

は
前
年
度
よ
り
た
か
ま
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
次
年
度
の
二
大
部
門

○



●
の
比
例
は
次
年
度
の
第
二
部
門
に
お
げ
る
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入

と
労
働
生
産
性
と
の
対
比
関
係
の
変
化
と
正
比
例
し
て
変
化
す
る
（
あ

る
い
は
、
こ
の
対
比
関
係
の
逆
数
　
　
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均

的
実
質
収
入
と
の
対
比
関
係
　
　
と
反
比
例
し
て
変
化
す
る
）
。
　
た
と

え
ぱ
、
次
年
度
の
第
二
部
門
に
お
げ
る
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の

増
大
が
労
働
生
産
性
の
向
上
よ
り
も
お
そ
い
と
ぎ
に
は
、
第
二
部
門
の
．

比
重
は
前
年
度
よ
り
た
か
ま
る
の
で
あ
る
。
事
柄
は
き
わ
め
て
明
白
で

あ
る
。
あ
る
年
に
第
一
部
門
に
お
い
て
労
働
者
の
消
費
に
あ
て
ら
れ
る

消
費
資
料
の
数
量
が
一
定
で
あ
る
と
き
、
も
し
も
第
一
部
門
に
お
げ
る

労
働
生
産
性
の
向
上
が
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
増
大
よ
り
も
は

や
い
と
、
第
一
部
門
は
単
位
必
要
消
費
基
金
を
利
用
し
て
第
一
都
門
で

就
業
す
る
一
定
数
の
労
働
者
に
よ
り
多
く
の
生
産
資
料
を
生
産
せ
し
め

う
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
あ
る
年
に
第
二
部
門
に
用
い
ら
れ
る
消
費

資
料
の
数
量
が
一
定
で
あ
る
と
き
、
も
し
も
第
二
部
門
に
お
げ
る
労
働

生
産
性
の
向
上
が
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
増
大
よ
り
も
は
や
い

と
、
情
況
は
う
え
の
場
合
の
逆
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
消
費
資
料
の

面
か
ら
み
れ
ぱ
、
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
消
費
資
料
が
次
年
度
の
二
大

部
門
問
に
分
配
さ
れ
る
比
例
の
変
化
を
考
慮
し
な
い
で
、
次
年
度
の
二

大
部
門
の
比
例
を
正
し
く
組
織
し
よ
う
と
す
る
と
、
各
部
門
に
お
け
る

　
　
　
　
董
輔
祀
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例
と
の
関
係
」

　
労
働
生
産
性
と
労
働
老
の
平
均
的
実
質
収
入
と
の
問
の
対
比
関
係
を
深

　
く
研
究
し
適
当
に
組
織
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
こ
の
ほ
か
に
、
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
対
比

　
関
係
が
各
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
多
様
に
変
化
す
る
こ
と
も
、
そ
の
年
の
杜

　
会
的
生
産
の
そ
の
他
の
比
例
関
係
に
影
響
を
及
ぽ
す
。
簡
単
に
い
う
な

　
ら
ば
、
各
部
門
に
お
け
る
こ
の
対
比
関
係
の
こ
と
な
る
変
化
の
さ
ま
ざ

　
ま
な
結
合
と
変
動
は
、
ま
ず
、
第
一
部
門
と
第
二
部
門
に
お
い
て
労
働

　
者
の
必
要
消
費
基
金
に
あ
て
ら
れ
る
消
費
資
料
が
そ
れ
ぞ
れ
の
年
に
生

　
産
さ
れ
た
消
費
資
料
中
に
し
め
る
比
重
、
つ
ま
り
自
、
旨
＼
自
、
と
自
、
昌

　
＼
自
、
に
影
響
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
っ
い
で
、
そ
の
年
に
す
べ
て
の
物

　
質
的
生
産
老
の
必
要
消
費
基
金
に
あ
て
ら
れ
る
消
費
資
料
（
自
、
旨
十

　
自
、
も
、
非
生
産
的
領
域
に
用
い
ら
れ
る
消
費
資
料
（
自
、
｝
）
お
よ
び
蓄

　
積
に
あ
て
ら
れ
る
消
費
資
料
（
ミ
、
。
。
）
と
い
う
三
老
の
問
の
比
例
に
影

　
響
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
年
に
創
造
さ
れ
た
国
民
所
得
中
で

　
蓄
積
と
消
費
に
あ
て
ら
れ
る
比
例
な
ど
に
も
影
響
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

　
こ
こ
で
は
そ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
は
説
明
を
宅
略
す
る
。

　
　
杜
会
主
義
杜
会
に
お
い
て
は
、
通
常
の
情
況
の
下
で
は
、
労
働
生
産

　
性
の
た
え
ま
な
い
向
上
を
某
礎
と
し
て
、
労
働
者
の
平
均
的
実
賃
収
入

　
は
そ
れ
に
つ
れ
て
坤
大
す
る
が
、
労
働
生
産
性
の
向
上
は
労
働
老
の
平

（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
　
（
五
三
五
）
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均
的
実
質
収
入
の
増
加
よ
り
も
急
速
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
産
原

価
を
引
下
げ
、
杜
会
主
義
的
蓄
積
を
増
加
し
て
科
学
・
文
化
芸
術
・
教

育
・
衛
生
保
健
な
ど
の
非
生
産
的
事
業
を
発
展
さ
せ
、
国
防
を
強
化
す

る
た
め
の
重
要
な
方
途
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
こ
の
こ
と
は
単
位
生

産
物
の
生
産
が
杜
会
に
た
い
し
て
よ
り
多
く
の
剰
余
生
産
物
を
提
供
し

う
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

二
れ
は
あ
る
時
期
に
こ
れ
と
は
相
反
す
る
情
況
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
対
比
関
係
は
、
数
多
く
の
政
治
経
済

的
要
素
の
規
制
を
う
げ
る
。
た
と
え
ば
、
国
家
の
技
術
政
策
と
技
術
進

歩
の
性
質
・
賃
金
政
策
・
労
働
生
産
性
向
上
の
具
体
的
な
措
置
・
杜
会

の
蓄
積
と
消
費
に
た
い
す
る
需
要
な
ど
。
そ
し
て
ま
た
、
各
部
門
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
政
治
経
済
的
要
素
の
作
用
が
等
し
く
な
い
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
あ
る
具
体
的
な
時
期
で
は
、
各
部
門
に
お
げ
る
こ
の
対
比

関
係
は
た
が
い
に
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
本
稿
で
は
論
及
す
る
こ
と
を
さ
げ
た
い
が
、
た
だ
っ
ぎ
の
一
点
だ
け

を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
消
費
資
料
の
条
件
か
ら

み
る
な
ら
ぼ
、
も
し
も
消
費
資
料
の
各
部
門
へ
の
分
配
比
例
の
変
化
を

考
慮
し
な
い
と
す
る
と
、
生
産
資
料
生
産
の
優
先
的
発
展
を
保
証
す
る

た
め
に
は
、
二
大
部
門
の
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
が
と
も
に
し
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
　
（
五
三
六
）

い
に
増
加
し
そ
の
増
大
速
度
が
ほ
ぼ
接
近
し
て
い
る
と
き
、
第
一
部
門

に
お
げ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
は
第
二
部
門
に
お
げ
る
そ
れ
よ
り
も
は

や
く
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
第
一
部
門
に
お
け
る
。
労
働
生

産
性
の
向
上
が
第
一
部
門
に
お
げ
る
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
増

加
よ
り
も
急
速
で
あ
る
そ
の
程
度
は
、
第
二
部
門
に
お
け
る
前
者
の
後

者
に
た
い
す
る
は
や
さ
の
程
度
よ
り
も
大
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
第
一
部
門
に
お
げ
る
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
増
大
が
第

二
部
門
に
お
げ
る
そ
れ
よ
り
も
は
や
い
と
ぎ
に
は
、
第
一
部
門
に
お
げ

る
労
働
生
産
性
の
向
上
は
第
二
部
門
に
お
巾
る
労
働
生
産
性
の
向
上
を

さ
ら
に
大
き
い
程
度
で
こ
え
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
に
よ
っ
て
あ

き
ら
か
な
と
お
り
、
二
大
部
門
の
比
例
と
そ
の
他
の
い
く
っ
か
の
杜
会

的
再
生
産
の
比
例
を
適
当
に
組
織
す
る
た
め
に
は
、
杜
会
的
生
産
ぜ
ん

た
い
か
ら
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
対
比
関
係
を

組
織
す
る
こ
と
だ
げ
で
は
ま
っ
た
く
不
十
分
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
く
わ

え
て
、
部
門
ご
と
に
こ
の
対
比
関
係
の
組
織
を
す
す
め
な
げ
れ
ぼ
な
ら

な
い
。

　
さ
て
、
っ
ぎ
に
、
塘
三
組
の
要
素
　
　
あ
る
年
に
二
大
部
門
の
労
働

者
が
消
費
す
る
消
費
資
料
の
比
例
あ
る
い
は
前
年
度
に
牛
産
さ
れ
た
消

費
資
料
の
次
年
度
の
二
大
部
門
問
へ
の
分
配
比
例
　
　
に
つ
い
て
若
干



分
析
し
て
虹
こ
う
。
の
ち
に
の
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
一
組
の
要
素
も
労

働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
と
の
対
比
関
係
と
関
連
す
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
過
去
に
蓄
積
さ
れ
た
消
費
料
資
の
役
割
を
考
慮
せ
ず

ま
た
消
費
資
料
生
産
が
年
々
一
つ
の
生
産
周
期
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
と

仮
定
し
た
と
き
、
あ
る
年
に
第
二
部
門
に
用
い
ら
れ
る
消
費
資
料
が
二

部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
し
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
い
前
年
度

に
生
産
さ
れ
た
消
費
資
料
中
で
前
年
度
の
第
二
部
門
に
お
け
る
労
働
者

の
必
要
消
費
基
金
に
あ
て
ら
れ
る
消
費
資
料
、
（
停
｝
）
、
　
こ
れ
は
数
量

上
で
は
前
年
度
の
第
二
部
門
に
お
け
る
労
働
者
数
（
畠
）
と
前
年
度
の

か
れ
ら
の
平
均
的
実
質
収
入
（
邑
と
を
乗
じ
た
も
の
に
等
し
い
。
す

た
わ
ち
、
自
－
｝
（
、
十
ｅ
＋
§
）
１
ー
ぎ
ｘ
８
　
で
あ
る
。
似
前
年
度
に
生
産

さ
れ
か
っ
蓄
積
に
あ
て
ら
れ
る
消
費
資
料
中
で
次
年
度
の
第
二
部
門
で

生
産
の
拡
大
と
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
増
加
に
用
い
ら
れ
る
消

費
資
料
（
お
｝
）
、
こ
れ
は
こ
れ
が
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
消
費
資
料
中

に
し
め
る
比
重
（
ｓ
）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
芸
“
１
１

■
×
き
套
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
年
に
第
二
部
門
に
用
い
ら

れ
る
沽
炊
資
料
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
た
る
。

　
　
　
　
ぺ
、
心
１
ー
ぎ
×
８
＋
■
×
≧
旧
×
吻

　
　
　
　
　
１
１
（
■
ら
十
８
）
き

　
　
　
　
董
輔
祀
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例
と
の
関
係
」

　
　
そ
し
て
、
あ
る
年
に
第
一
部
門
に
用
い
ら
れ
る
消
費
資
料
も
二
都
分

　
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
○
ｏ
前
年
度
に
生
産
さ
れ
そ
の
年
度
の

　
第
一
部
門
に
お
げ
る
労
働
者
の
必
要
消
費
基
金
に
用
い
ら
れ
る
消
費
資

　
料
（
き
。
）
、
例
前
年
度
に
生
産
さ
れ
蓄
積
さ
れ
て
第
一
部
門
生
産
の

　
拡
大
と
そ
の
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
増
加
に
用
い
ら
れ
る
消
費

　
資
料
（
お
。
）
、
あ
る
い
は
、
第
一
部
門
に
。
用
い
ら
れ
る
消
費
資
料
は
、

　
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
消
費
資
料
か
ら
非
生
産
領
域
の
消
費
に
あ
て
ら

　
れ
る
部
分
（
長
）
（
そ
れ
が
全
消
費
資
料
中
に
し
め
る
比
重
を
尾
と
す

　
る
）
と
瓶
二
部
門
に
用
い
ら
れ
る
部
分
を
差
引
い
た
残
額
に
等
し
い
。

　
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
く
、
－
１
１
■
×
ぎ
１
■
×
考
心
×
１
只
■
ら
十
８
）
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
〔
■
（
Ｈ
１
沖
－
吻
）
１
８
〕
き

　
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
あ
る
年
に
第
一
・
靖
二
都
門
に
用
い
ら
れ
る
消

　
費
資
料
の
比
例
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
し
め
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
ぺ
、
－
　
■
（
Ｈ
Ｉ
沖
ー
い
）
１
３

　
　
　
　
　
　
－
…
－
－
－
－
－
－
－
－
－
…
…
…
…
…
…
…
：
・
…
£

　
　
　
　
　
ぺ
、
～
　
　
“
・
吻
十
８

　
　
表
式
レ
ｏ
は
、
あ
る
年
に
二
大
部
門
に
用
い
ら
れ
る
消
費
資
料
が
っ
ぎ

　
の
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な

　
わ
ち
、
○
い
前
年
度
の
第
二
部
門
の
労
働
生
産
性
（
■
）
と
労
働
者
の
平

　
均
的
実
質
収
入
（
邑
と
の
閉
の
数
最
関
係
。
似
前
年
度
に
非
ｔ
産
的

（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
　
（
五
三
七
）
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領
域
の
消
費
に
あ
て
ら
れ
た
消
費
資
料
が
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
消
費

資
料
中
に
し
め
る
比
重
（
尾
）
。
閉
前
年
度
に
第
二
部
門
に
用
い
ら
れ

た
消
費
資
料
の
蓄
積
が
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
消
費
資
料
中
に
し
め
る

比
重
（
ｓ
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
も
し
も
尾
と
８
が
一
定
な
ら
ば
、
前
年
度
の
第
二
部
門

の
労
働
生
産
性
の
向
上
が
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
増
大
よ
り
も

は
や
い
と
き
、
前
年
度
の
第
二
部
門
の
必
要
消
費
基
金
に
あ
て
ら
れ
る

消
費
資
料
が
生
産
さ
れ
た
全
消
費
資
料
中
に
し
め
る
比
重
は
低
下
す
る

の
で
、
そ
の
他
の
条
件
が
不
変
で
あ
れ
ぱ
、
次
年
度
の
物
質
的
生
産
に

従
事
す
る
労
働
者
に
用
い
ら
れ
る
消
費
資
料
中
で
第
二
部
門
が
し
め
る

比
重
も
低
下
す
る
こ
と
に
な
り
、
第
一
都
門
の
比
重
は
増
大
す
る
。
こ

の
よ
う
な
情
況
の
下
で
、
第
一
部
門
は
前
年
度
に
１
く
ら
べ
て
よ
り
大
き

な
比
重
を
も
っ
労
働
者
を
生
産
資
料
生
産
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

こ
う
し
て
、
も
し
も
第
一
・
第
二
組
の
要
素
の
変
化
を
考
慮
し
た
い
と
、

次
年
度
の
第
一
部
門
生
産
の
比
重
は
た
か
ま
り
、
第
二
部
門
の
比
重
は

低
下
す
る
。
こ
の
逆
の
場
合
も
あ
り
う
る
。

　
第
二
部
門
に
お
げ
る
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
と

の
対
比
関
係
が
物
質
的
生
産
に
従
事
す
る
労
働
者
の
消
費
基
金
に
あ
て

ら
れ
る
消
費
張
料
の
二
大
部
門
問
へ
の
分
配
比
例
に
彬
響
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六
　
（
五
三
八
）

明
白
に
す
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
生
産
資
料
生
産

の
優
先
的
発
展
の
法
則
の
要
求
に
も
と
づ
く
と
、
物
質
的
生
産
に
従
事

す
る
労
働
者
小
中
で
ま
す
ま
す
大
き
な
比
重
が
生
産
資
料
生
産
に
従
事

す
る
こ
と
を
し
っ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
マ
ル
ク
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の

べ
て
い
る
。
　
「
個
々
の
資
本
に
お
い
て
は
不
変
資
本
部
分
に
く
ら
べ
て

て
の
可
変
資
本
部
分
の
減
少
が
、
直
接
、
労
賃
に
投
下
さ
れ
る
資
本
都

分
の
減
少
と
し
て
現
象
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
資
本
の
総
量
に
．
っ
い

て
み
れ
ば
、
　
　
資
本
の
再
生
産
に
お
い
て
は
、
　
　
こ
の
減
少
が
つ

ぎ
の
よ
う
た
形
で
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
充
用
労
働
量
の
相
対
的

に
よ
り
大
き
な
部
分
が
、
生
産
物
そ
の
も
の
の
再
生
産
よ
り
も
生
産
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

段
の
再
生
産
に
従
事
す
る
…
…
」
と
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
資
料
生
産

を
優
先
的
に
発
表
さ
せ
る
に
は
、
ま
す
ま
す
大
き
な
比
重
を
も
っ
生
産

資
料
に
も
っ
て
生
産
資
料
生
産
に
従
事
す
る
労
働
者
を
装
備
す
る
ほ
か

に
、
な
お
、
物
質
的
生
産
に
従
事
す
る
労
働
者
の
消
費
に
供
さ
れ
る
消

費
資
料
の
中
で
ま
す
ま
す
大
き
な
部
分
を
生
産
資
料
生
産
に
従
事
す
る

労
働
者
の
必
要
消
費
某
金
に
あ
て
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ

れ
を
保
証
す
る
た
め
に
は
、
第
二
郁
門
の
労
働
生
産
性
の
向
上
を
第
二

部
門
の
労
働
者
の
平
均
的
実
貫
収
入
の
坤
大
よ
り
は
や
く
し
な
げ
れ
ば

な
ら
な
い
。
後
者
に
た
い
す
る
前
者
の
は
や
さ
の
程
度
は
、
次
年
度
の



二
大
部
門
比
例
に
た
い
す
る
杜
会
の
要
求
と
照
応
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ず
、

ま
た
、
次
年
度
の
二
大
部
門
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
平

均
的
実
質
収
入
の
対
比
関
係
と
の
関
係
と
照
応
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
消
費
資
料
じ
た
い
が
労
働
過
程
と
生
産
に
お
け
る
物
質
的
要
素
で
な

い
た
め
に
、
人
び
と
は
消
費
資
料
が
労
働
力
の
再
生
産
を
つ
う
じ
て
杜

会
的
生
産
に
た
い
し
て
規
制
作
用
を
は
た
す
こ
と
を
軽
視
す
る
。
ま
た
、

労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
と
の
対
比
関
係
に
つ
い
て

も
、
人
び
と
は
蓄
積
を
増
加
し
、
蓄
積
と
消
費
の
関
係
を
処
理
し
ま
た

消
費
資
料
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
角
度
か
ら
の
み
考
察
す
る
が
、
こ
れ
で

ぱ
あ
き
ら
か
に
不
十
分
で
あ
る
。
う
え
の
分
析
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
労

働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均
的
夫
質
収
入
と
の
対
比
関
係
が
分
柵
の
側

面
に
お
け
る
比
例
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
た
く
、
消
費
費
料
の
杜
会
的

生
産
に
た
い
す
る
規
制
作
用
か
ら
み
て
、
同
時
に
そ
れ
が
牛
産
の
側
面

に
お
け
る
比
例
で
も
あ
る
こ
と
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
角

度
か
ら
こ
の
対
比
関
係
の
研
究
を
深
め
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
必
要
で
あ

る
。
以
上
の
分
析
は
、
資
源
と
俗
衷
を
適
応
さ
せ
て
必
要
な
バ
ラ
ソ
ス

を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
前
年
度
に
生
陸
さ
れ
た
消
彼
資
料
の
次
年
度

の
二
大
郁
門
へ
の
分
肥
比
例
と
前
年
度
の
そ
の
他
の
関
連
す
る
比
例
を

組
織
す
る
と
き
、
お
よ
び
次
年
度
の
二
大
部
門
比
例
と
そ
の
他
の
い
く

　
　
　
　
董
輔
祀
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例
と
の
関
係
」

つ
か
の
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
を
組
織
す
る
と
き
、
労
働
生
産
性
と
労

働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
対
比
関
係
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
。
お

げ
る
こ
の
対
比
関
係
の
問
の
相
互
関
係
を
適
切
に
組
織
す
る
一
べ
き
で
あ

る
、
こ
と
を
明
白
に
し
て
い
る
。

三

　
　
以
上
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
二
大
部
門
に
お
け
る
労
働
生
産
性

　
と
労
働
者
の
生
産
基
金
装
備
率
と
の
対
比
関
係
と
い
う
要
素
お
よ
び
二

　
大
部
門
に
お
け
る
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
と
の
対

　
比
関
係
と
い
う
要
素
を
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
、
と
り
わ
げ
二
大
部
門

　
の
比
例
を
考
慮
す
る
た
だ
な
か
に
個
別
に
導
入
し
て
き
た
が
、
以
下
で

　
は
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
こ
の
二
っ
の
要
素
を
結
合
し
て
考
察
を
す
す
め

　
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
こ
の
二
っ
の
要
素
の
結
合
は
な
に
を
表
塊
す
る
か
？
こ
の
結
合
は
実

　
物
量
で
も
っ
て
表
班
さ
れ
た
飲
令
の
有
機
構
成
の
変
化
を
表
理
し
て
い

　
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
実
物
批
上
で
の
資
金
の
有
機
構
成
（
卜
＼
ｅ
）
は

　
血
按
に
労
働
者
の
生
床
狐
企
焚
術
率
（
１
）
と
労
働
者
の
平
均
的
火
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
収
入
（
〃
）
と
の
…
の
対
比
閑
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

　
労
働
者
の
牛
産
火
企
装
術
＊
の
向
上
が
労
働
者
の
平
均
的
実
賃
収
入
の

（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
　
（
五
三
九
）
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増
大
よ
り
は
や
い
と
き
、
実
物
量
上
の
資
金
の
有
機
構
成
は
た
か
ま
り
、

そ
の
逆
の
場
合
は
低
下
す
る
。
さ
ら
に
い
え
ぼ
、
実
物
量
上
の
資
金
の

有
機
溝
成
は
っ
ぎ
の
二
っ
の
対
比
関
係
の
問
の
対
比
関
係
に
よ
っ
て
決
．

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均
的

実
貫
収
入
と
の
問
の
対
比
関
係
、
と
労
働
生
産
性
と
ガ
働
者
の
生
産
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

命
装
佛
率
と
の
対
比
関
係
。
た
と
え
ぼ
、
労
働
生
産
性
の
向
上
が
労
働

者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
増
大
よ
り
も
は
や
く
そ
の
幅
が
、
労
働
生
産

性
の
向
上
が
労
働
者
の
生
産
基
一
金
装
賄
率
の
向
上
よ
り
も
は
や
い
そ
の

幅
よ
り
も
大
で
あ
る
と
き
、
実
物
最
上
の
資
金
の
有
機
構
成
は
た
か
ま

り
、
そ
の
逆
の
場
合
は
低
下
す
る
。

　
さ
き
の
第
二
論
文
に
お
い
て
は
、
内
包
的
拡
大
再
生
産
の
比
例
関
係

を
分
析
す
る
に
さ
い
し
て
、
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
生
産
基
金
装
備

率
の
変
化
が
一
致
す
る
と
仮
定
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
。
こ
の
仮
定

を
前
捉
と
す
る
と
、
実
物
最
上
の
流
企
の
有
機
構
成
の
変
化
は
労
働
生

産
性
と
労
働
者
の
平
均
的
実
賃
収
入
と
の
問
の
対
比
関
係
の
変
化
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ぼ
、
労
働
牛
陸
性
の
向
上
が

労
働
者
の
平
均
的
火
賃
収
入
の
坤
大
よ
り
は
や
い
と
き
は
、
費
金
の
有

機
構
成
は
た
か
ま
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
労
働
生
産
性
と
労
働
者

の
生
産
氷
企
焚
帷
＊
の
変
化
が
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
の
要
素
を
考
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
　
（
五
四
〇
）

す
る
と
き
に
は
、
こ
の
結
論
は
修
正
さ
れ
よ
り
的
確
な
も
の
と
な
ら
な

げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
た
と
え
労
働
生
産
性
の
向
上
が
労

働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
よ
り
は
や
く
と
も
、
実
物
量
の
う
え
で
資
金

の
有
機
構
成
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
と
げ
る
か
は
、
な
お
労
働
生
産
性

と
労
働
者
の
生
産
基
金
装
蝸
率
と
の
問
の
対
比
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て

も
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
況
の
下
で
、
も
し
も
労

働
生
産
性
の
向
上
が
労
働
者
の
生
産
基
金
装
俄
率
の
向
上
よ
り
お
そ
い

な
ら
ぼ
、
資
金
の
有
機
構
成
は
た
か
ま
る
に
相
違
な
い
。
そ
し
て
、
労

働
生
産
性
の
向
上
が
労
働
者
の
生
産
基
金
装
術
率
の
向
上
よ
り
は
や
い

と
き
に
、
資
金
の
有
機
構
成
が
た
か
ま
る
か
ど
う
か
は
、
労
働
生
産
性

の
向
上
が
労
働
者
の
生
産
基
金
装
術
率
の
向
上
よ
り
は
や
い
そ
の
幅
が
、

労
働
生
産
性
の
向
上
が
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
の
増
大
よ
ケ
は
や

い
そ
の
幅
に
比
し
て
小
で
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
す
で
に
第
二
論
文
に
お
い
て
、
祉
会
的
生
陸
に
お
け
る
平
均
的
な
資

金
の
有
機
構
成
の
実
物
雄
上
で
の
変
化
が
祉
八
ム
的
再
生
陸
の
諾
々
の
比

例
に
あ
た
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
や
や
詳
細
に
説
閉
し
て
あ
る
。
し
か

も
、
う
え
に
の
べ
た
よ
う
に
、
杜
会
的
生
産
に
お
げ
る
資
企
の
有
機
構

成
は
杜
会
的
生
座
に
お
け
る
平
均
的
な
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
生
陸



基
金
装
備
率
と
の
問
の
対
比
関
係
、
お
よ
び
杜
会
的
生
産
に
お
け
る
平

均
的
な
労
働
生
産
性
と
労
働
者
の
平
均
的
実
質
収
入
と
の
問
の
対
比
関

係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
二
論
文
で
の
分
析
に
し

た
が
っ
て
、
あ
と
に
し
め
し
た
二
っ
の
対
比
関
係
の
さ
ま
ざ
ま
な
結
合

が
杜
会
的
生
産
に
お
げ
る
平
均
的
な
資
金
の
有
機
構
成
の
実
物
量
上
で

の
変
化
に
た
い
し
て
ど
の
よ
う
に
１
作
用
し
、
さ
ら
に
、
内
包
的
拡
大
再

生
産
に
お
け
る
諸
々
の
比
例
関
係
の
変
化
に
た
い
↓
て
ど
の
よ
う
に
作

用
す
る
か
を
推
論
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
。
内
包
的
拡
大
再
生
産

に
お
け
る
許
々
の
比
例
関
係
を
紅
織
す
る
に
は
、
う
え
に
の
べ
た
二
つ

の
対
比
関
係
を
適
切
に
紅
織
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
こ
と
は
も
は
や
あ

き
ら
か
で
あ
る
。

　
以
上
は
す
べ
て
杜
会
的
乍
産
ぜ
ん
た
い
に
っ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
が
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
杜
会
的
生
庇
ぜ
ん
た
い
の
平
均
的
た
費
企
の
有
機

構
成
の
変
化
は
、
二
部
門
に
お
け
る
資
企
の
有
機
構
成
の
そ
わ
ぞ
れ
の

変
化
が
さ
ま
ざ
ま
に
納
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
さ
ら
に
各
郁

門
に
お
け
る
資
金
の
有
微
構
成
の
尖
物
批
上
で
の
変
化
は
ま
た
そ
れ
ぞ

れ
に
さ
き
に
の
べ
た
二
っ
の
対
比
閑
係
が
舟
札
門
で
さ
ま
ざ
ま
に
糾
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
各
郁
門
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
杜
く
ム
ぜ
ん
た
い
の
平
均
的
な
資
金

　
　
　
　
董
輔
祀
「
生
産
物
の
分
配
・
佼
用
と
二
部
門
比
例
と
の
関
係
」

　
の
有
機
構
成
の
変
化
の
う
え
に
反
映
し
、
し
た
が
っ
て
後
老
を
つ
う
じ

　
て
杜
会
的
再
生
産
に
。
お
け
る
諸
々
の
比
例
関
係
に
影
響
す
る
こ
と
に
な

　
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
部
門
ご
と
に
さ
き
に
し
め
し
た
二
つ
の
対
比
関

　
係
の
問
の
対
比
関
係
を
研
究
し
組
織
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
必
要
で
あ

　
っ
て
、
こ
こ
で
は
も
は
や
説
明
を
く
わ
え
な
い
が
、
以
下
の
行
論
の
な

　
か
で
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
本
稿
の
第
一
・
第
二
節
に
お
い
て
、
生
産
資
料
と
消
費
資
料
の
分
配

　
と
使
用
と
い
う
視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
杜
会
的
生
産
の
二
大
部
門
の
比

　
例
お
よ
び
そ
の
他
の
い
く
っ
か
の
杜
会
的
生
産
の
比
例
の
変
化
を
考
察

　
し
た
。
二
大
都
門
の
比
例
を
旦
ハ
体
的
に
組
織
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当

　
然
、
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
生
産
資
料
の
分
配
お
よ
び
次
年
度
に
お
け

　
る
使
用
情
況
の
み
を
考
察
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
、
前

｛
年
度
に
生
産
さ
れ
た
消
費
硫
料
の
分
配
お
よ
び
そ
の
次
年
度
に
お
け
る

　
使
用
情
汎
の
み
を
考
察
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
両
者
を
結

　
合
し
て
考
察
し
両
者
の
分
配
と
使
用
を
杣
互
に
適
応
さ
せ
バ
ラ
ン
ス
を

　
保
つ
よ
う
に
し
な
け
れ
ぽ
た
ら
な
い
、
こ
の
よ
う
に
考
察
を
す
す
め
る

　
と
、
糾
織
を
お
こ
な
う
と
き
に
若
干
の
新
し
い
客
観
的
要
求
が
ひ
き
た

　
さ
れ
る
。

　
　
ま
ず
、
生
雌
資
料
と
汕
炊
資
料
が
そ
れ
ぞ
れ
に
分
耐
．
使
用
さ
れ
た

（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
（
五
四
一
）



●

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）

結
果
と
し
て
彩
成
さ
れ
る
二
大
部
門
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
な
げ
れ
ぼ
な

ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
↓
、
－
、
、
Ｍ
　
、
、
－
　
『
、
－
ｅ
。
｝
　
、
、
－

　
　
　
　
　
×
　
×
、
　
Ｈ
一
×
！
－
×
…
　
…
…
…
…
一
仰
一

　
　
　
　
＼
、
－
　
『
、
心
、
、
旧
ご
　
　
『
、
Ｎ
　
ぺ
、
心

　
こ
の
等
式
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
生
産
資
料
と
消
費
資
料
の
分
配

と
使
用
の
情
況
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
、
二
大
部
門
の
比
例
に
た
い

す
る
調
整
が
相
互
に
適
応
す
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
し
も
、
適
応
し
な
い
た
ら
ぼ
、
等
式
に
し
め
さ
れ
た
各
種
の
要
素
の

相
互
関
係
か
ら
適
宜
に
調
整
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
っ
い
で
、
等
式
伺
を
変
化
さ
せ
て
等
式
旧
を
ひ
き
だ
す
こ
と
が
で
き

る
。

　
　
　
　
＼
、
心
　
勺
、
－
ｅ
。
】
　
ぺ
、
－

　
　
　
　
　
×
．
－
－
１
１
一
，
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
９

　
　
　
　
、
、
－
　
、
、
心
ご
　
ぺ
、
心

　
こ
の
表
式
か
ら
っ
ぎ
の
こ
と
が
あ
ぎ
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
前

年
度
に
牛
産
さ
れ
た
生
産
資
料
の
次
年
度
に
お
け
る
二
大
部
門
へ
の
分

配
比
例
（
、
、
－
＼
、
、
心
）
　
を
前
年
度
に
牛
座
さ
れ
た
消
概
資
料
の
次
年
度

に
お
け
る
二
大
部
門
へ
の
分
配
比
例
（
ぺ
、
－
＼
ぺ
、
Ｍ
）
と
適
応
さ
せ
、
し

た
が
っ
て
前
年
度
の
杜
会
的
再
生
産
に
お
げ
る
そ
の
他
の
多
」
く
の
比
例

を
柵
応
に
紺
織
す
る
た
め
に
は
、
次
年
度
の
二
大
郁
門
に
お
け
る
労
働

者
の
生
陸
狼
金
装
榊
率
の
問
の
対
比
関
係
（
、
、
Ｍ
＼
、
、
一
）
と
次
年
度
の
二

大
部
門
に
お
け
る
労
働
者
の
平
均
的
実
貰
収
入
の
閉
の
対
比
関
係
（
ｅ
．
Ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
　
（
五
四
二
）

＼
ｅ
、
－
）
と
の
問
の
相
互
関
係
を
考
慮
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、

　
＼
、
Ｍ
　
ｅ
。
心
　
　
　
　
　
、
、
－
　
ぺ
、
－

　
　
Ｖ
一
で
あ
る
と
き
、
－
引
く
　
　
と
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
後

　
、
、
－
　
ご
　
　
　
　
　
　
、
心
　
ぺ
、
～

者
の
差
の
帆
は
前
者
の
差
の
幅
と
等
し
く
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
）
。

＼
、
心
・
、
・
　
　
　
、
、
一
ぺ
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
，
１
１
一
の
と
き
、
－
１
－
－
　
で
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い

＼
、
－
　
ご
　
　
　
　
、
、
心
　
ぺ
、
Ｎ

＼
、
心
　
ｅ
、
心
　
　
　
　
、
、
Ｈ
ぺ
、
－

　
「
「
〈
一
の
と
き
、
．
一
、
Ｖ
．
＝
　
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
　
（
後
老
の

＼
－
　
ご
　
　
　
　
、
心
　
ぺ
、
Ｍ

差
の
幅
は
前
者
の
差
の
幅
と
等
し
く
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
等
式
ゆ
は
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
教
え
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
生
産
資
料
の
分
配
比
例
を
消
貨
資
料
の
分
紀
比
例
と
適
応
さ
せ

る
た
め
に
は
、
埜
寸
式
の
右
辺
の
数
他
が
す
で
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
き

に
は
、
生
産
資
料
の
次
年
度
に
お
げ
る
第
一
・
箪
二
部
門
へ
の
分
配
比

例
（
、
、
－
＼
、
。
心
）
は
次
年
度
の
第
一
・
塘
二
部
門
に
お
げ
る
労
働
者
の

生
産
基
金
装
臓
率
の
問
の
比
例
（
、
、
一
＼
、
、
心
）
と
正
比
例
し
て
変
化
す

る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
箏
式
の
左
辺
の
数
他
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と

き
に
は
、
消
貨
資
料
の
次
年
度
に
お
け
る
塘
一
・
第
二
部
門
へ
の
分
配

比
例
（
ぺ
、
一
＼
、
、
Ｎ
）
は
次
年
度
の
第
一
・
第
二
部
門
に
お
け
る
労
働
者

の
平
均
的
実
貫
収
入
の
比
例
（
ｅ
、
一
＼
ｅ
、
心
）
と
『
比
例
し
て
変
化
す
る
べ

き
で
あ
る
。



　
さ
い
ご
に
－
、
等
式
伺
を
変
化
さ
せ
て
、
っ
ぎ
の
等
式
を
み
ち
び
き
た

す
。　

　
　
　
＼
、
心
弓
、
・
、
、
・
く
、
・
…
…
…
…
…
…
．
．
…
．
…
ｓ

　
　
　
　
引
×
ン
Ｈ
引
×
メ
…

　
等
式
○
っ
に
お
げ
る
＼
、
－
＼
ｅ
、
。
と
＼
、
心
＼
ｅ
、
心
は
、
次
年
度
の
第
一
．

第
二
部
門
に
お
げ
る
労
働
者
一
人
当
り
ご
と
に
計
算
さ
れ
た
実
物
量
上

で
の
資
金
の
有
機
構
成
で
あ
る
。
こ
、
の
等
式
は
、
前
年
度
に
生
産
さ
れ

た
生
産
資
料
と
消
費
資
料
の
次
年
度
の
二
大
部
門
問
へ
の
分
配
比
例
を

組
織
す
る
と
き
、
そ
れ
ら
を
た
が
い
に
適
応
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
、
前

年
度
の
杜
会
的
再
生
産
に
お
げ
る
そ
の
他
の
多
く
の
比
例
を
そ
れ
に
応

じ
て
組
織
す
る
た
め
に
は
、
次
年
度
の
二
大
部
門
に
お
げ
る
資
金
の
有

機
構
成
の
変
化
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
ま
た
、

等
式
は
っ
ぎ
の
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
次
年
度

の
箪
一
部
門
に
お
け
る
資
金
の
有
機
構
成
（
、
、
一
＼
ｅ
、
一
）
が
第
二
部
門
に

お
げ
る
資
金
の
有
機
構
成
（
、
、
心
＼
ｅ
，
Ｍ
）
よ
り
も
大
で
あ
る
と
き
、
前

年
度
に
次
年
度
の
二
大
部
門
へ
分
配
さ
れ
る
生
産
資
料
の
比
例
は
消
費

資
料
の
二
大
部
門
へ
の
分
配
比
例
よ
り
大
で
あ
っ
て
、
、
－
＼
、
、
Ｎ
Ｖ
ぺ
、
－

＼
ぺ
、
Ｍ
で
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
生
産
資
料
生
産
が
優
先

的
に
発
展
す
る
条
件
の
下
で
、
第
一
部
門
に
お
げ
る
賓
金
の
有
機
構
成

の
向
上
が
塘
二
部
門
に
お
け
る
よ
り
も
は
や
い
と
き
、
第
一
部
門
へ
分

　
　
　
　
董
輔
祀
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例
と
の
関
係
」

　
配
さ
れ
る
生
産
資
料
の
増
大
が
第
二
部
門
へ
分
配
さ
れ
る
生
産
資
料
の

　
増
大
よ
り
は
や
い
そ
の
程
度
は
、
第
一
部
門
へ
分
配
さ
れ
る
消
費
資
料

　
の
増
大
が
第
二
分
門
へ
分
配
さ
れ
る
消
費
資
料
の
増
大
よ
り
も
は
や
い

　
そ
の
程
度
よ
り
も
、
犬
で
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
表
式
は
っ
ぎ

　
の
こ
と
を
も
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
年
度
に
生
産
さ

　
れ
た
消
費
資
料
の
二
大
部
門
へ
の
分
配
比
例
が
一
定
の
と
き
、
生
産
資

　
料
と
消
費
資
料
の
分
配
比
例
が
適
応
す
る
た
め
に
は
、
前
年
度
に
生
産

　
さ
れ
た
生
産
資
料
の
次
年
度
に
お
げ
る
二
大
部
門
へ
の
分
配
比
例
は
、

　
第
一
都
門
に
お
げ
る
資
金
の
有
機
構
成
と
正
比
例
し
て
変
化
し
、
ま
た

　
第
二
部
門
に
お
げ
る
資
金
の
有
機
構
成
と
反
比
例
し
て
変
化
し
な
げ
れ

　
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
生
産
資
料
の
次
年
度

　
二
大
部
門
問
へ
の
分
配
比
例
が
一
定
の
と
き
、
こ
の
適
応
関
係
を
保
持

　
す
る
た
め
に
は
、
前
年
度
に
消
費
さ
れ
た
消
費
資
料
の
次
年
度
の
二
大

　
部
門
問
へ
の
分
配
比
例
は
、
次
年
度
の
第
二
部
門
に
お
げ
る
資
金
の
有

　
機
構
成
と
正
比
例
し
て
変
化
し
、
次
年
度
の
糖
一
部
門
に
お
げ
る
賓
金

　
の
有
機
構
成
と
反
比
例
し
て
変
化
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
い
え

　
ば
、
舟
部
門
に
お
け
る
貨
金
の
有
機
構
成
を
調
整
す
る
と
き
に
は
、
前

　
年
度
に
生
産
さ
れ
た
生
産
質
料
と
消
炊
資
料
の
次
年
度
の
二
大
部
門
問

　
　
へ
の
分
配
比
例
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
（
五
四
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
四
号
）

第
一
部
門
に
お
げ
る
資
金
の
有
機
構
成
を
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
生
産

資
料
の
二
大
部
門
に
お
け
る
分
配
比
例
と
正
比
例
し
て
変
化
さ
せ
、
第

二
部
門
に
お
げ
る
資
金
の
有
機
構
成
を
前
年
度
に
生
産
さ
れ
た
消
費
資

料
の
二
大
部
門
に
お
げ
る
分
配
比
例
と
正
比
例
し
て
変
化
さ
せ
る
べ
き

な
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
べ
た
よ
う
に
、
杜
会
的
再
生
産
に
お
げ
る
い
く
つ
か
の
バ
ラ

ソ
ス
関
係
を
意
識
的
に
保
持
す
る
た
め
に
、
二
大
部
門
の
比
例
お
よ
び

そ
の
他
の
い
く
つ
か
の
杜
会
的
再
生
産
の
比
例
を
組
織
す
る
に
あ
た
っ

て
、
生
産
資
料
と
消
費
資
料
の
分
配
と
使
用
を
十
分
に
組
織
す
る
べ
き

で
あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ぼ
、
各
都
門
に
お
け
る
労
働
生
産
性
と
労
働
者

の
生
産
基
金
装
備
率
と
の
問
の
対
比
関
係
、
各
部
門
に
お
け
る
労
働
生

産
性
と
労
働
老
の
平
均
的
実
質
収
入
と
の
問
の
対
比
関
係
、
お
よ
び
そ

れ
ら
の
問
の
対
比
関
係
を
十
分
に
組
織
す
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
「
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
の
具
体
化
に
つ
い
て
の
試
論
－
杜

　
　
会
的
生
産
物
の
生
産
と
使
用
の
統
一
的
角
度
か
ら
１
」
　
（
第
一
論

　
　
文
）
『
経
済
研
究
』
　
一
九
六
三
年
第
三
期
三
九
頁
～
五
一
頁
（
『
立

　
　
命
鮒
経
済
学
』
第
一
二
巻
策
四
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
本

　
　
稿
で
し
め
し
た
具
体
化
さ
れ
た
再
生
産
表
式
は
こ
こ
で
の
分
析
上

　
　
の
要
請
に
し
た
が
い
若
干
細
か
く
な
っ
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
　
（
五
四
四
）

（
２
）
　
「
こ
と
な
る
拡
大
再
生
産
の
途
の
下
で
の
杜
会
主
義
的
再
生

　
産
の
比
例
関
係
に
つ
い
て
－
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
の
具
体
化
に

　
つ
い
て
の
再
論
－
］
　
（
第
二
論
文
）
　
『
経
済
研
究
』
一
九
六
三
年

　
第
一
一
期
、
三
七
頁
～
五
〇
頁
（
『
立
命
館
経
済
学
』
第
二
二
巻

　
第
三
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
　
労
働
老
の
生
産
基
金
装
備
率
と
は
労
働
者
の
生
産
資
料
装
僻

　
率
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
い
う
生
産
基
金
は
生
産
資
料
部
分
を

　
い
う
の
で
あ
っ
て
、
物
質
的
生
産
に
従
事
す
る
労
働
老
の
必
要
消

　
費
基
金
を
ふ
く
ま
な
い
。
杜
会
主
義
杜
会
で
後
者
を
生
産
基
金
に

　
ふ
く
め
る
か
ど
う
か
は
な
お
結
論
が
で
て
い
な
い
。

（
４
）
　
利
用
さ
れ
た
固
定
基
金
と
生
産
物
産
量
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
は
、
梁
文
森
「
固
定
資
産
の
再
生
産
と
杜
会
的
生
産
物
の
再
生
産

　
と
の
関
係
」
『
経
済
研
究
』
（
一
九
六
四
年
第
五
期
）
を
参
照
さ
れ

　
た
い
。

（
５
）
　
わ
れ
わ
れ
は
≧
・
『
な
ど
の
符
号
に
よ
っ
て
、
前
年
度
（
あ

　
る
い
は
一
つ
の
生
産
周
期
）
に
お
げ
る
数
位
を
し
め
し
、
考
、
一
『
、

　
な
ど
の
符
号
に
よ
っ
て
、
次
年
度
（
あ
る
い
は
一
つ
の
生
産
周
期
）

　
に
お
け
る
数
値
を
し
め
し
て
い
る
。
符
サ
の
右
下
に
つ
げ
た
Ｈ
・

　
Ｎ
は
第
一
部
門
と
第
二
部
門
を
し
め
す
。



（
６
）
　
『
剰
余
価
値
学
説
史
」
第
一
巻
、
三
聯
書
店
販
、
三
一
一
頁

　
（
青
木
文
庫
版
　
三
一
〇
頁
）
。
「
生
産
手
段
」
は
通
常
、
生
産
資

　
料
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

（
７
）
　
労
働
者
の
生
産
基
金
装
傭
率
＼
１
１
ー
で
あ
り
　
労
働
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧

平
均
的
実
質
収
入
工
で
あ
一
て
、
↑
小
＼
ホ
で
あ
る
。

一
・
一
↑
“
＼
す
あ
る
。

　
あ
と
が
き
　
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
を
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
杜
会
主
義
的
再
生
産
の
比
例
関
係
を
よ
り
詳
細
に
考
察
し
よ
う
と

し
た
董
輔
励
氏
の
研
究
は
、
さ
き
に
訳
出
・
紹
介
し
た
第
一
論
文
と
第

二
論
文
に
ひ
き
っ
づ
く
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例
と
の

関
係
」
で
も
っ
て
、
中
問
的
に
完
結
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
董
氏
の

三
部
作
の
紹
介
を
お
わ
る
に
あ
た
っ
て
、
氏
の
研
究
と
関
連
す
る
諾
研

究
の
な
か
で
主
な
も
の
を
し
め
し
て
お
こ
う
（
い
ず
れ
も
『
経
済
研
究
』

誌
所
収
）
。

○
劉
国
光
・
梁
文
森
「
固
定
資
産
の
道
徳
的
消
耗
の
補
填
と
消
却
の
関

　
係
を
試
論
す
る
」
（
六
三
年
第
九
期
三
九
頁
～
四
八
頁
）

　
劉
国
光
「
固
定
賓
産
の
使
用
価
値
と
価
値
の
表
現
形
態
に
つ
い
て
」

　
（
六
三
年
第
一
二
期
一
頁
～
一
四
頁
）

　
　
　
　
董
輔
祀
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例
と
の
関
係
」

　
劉
国
光
「
固
定
資
産
の
更
新
規
模
を
決
定
す
る
要
素
を
め
ぐ
っ
て
」

　
（
六
四
年
第
三
期
五
六
頁
～
七
一
頁
）

　
梁
文
森
「
固
定
資
産
の
再
生
産
と
杜
会
的
生
産
物
の
再
生
産
と
の
関

　
係
」
（
六
四
年
第
五
期
二
八
頁
～
四
〇
頁
）

○
何
錬
成
「
杜
会
主
義
制
度
に
お
げ
る
生
産
労
働
と
非
生
産
労
働
を
試

　
論
す
る
」
（
六
三
年
第
二
期
三
八
頁
～
四
二
頁
）

　
何
錬
成
「
杜
会
主
義
制
度
に
お
け
る
生
産
労
働
と
非
生
産
労
働
を
再

　
論
す
る
」
（
六
五
年
第
一
期
五
〇
頁
～
五
五
頁
）

　
許
柏
年
「
杜
会
主
義
に
お
げ
る
生
産
労
働
を
再
論
す
る
」
（
六
五
年

　
第
五
期
四
三
頁
～
四
六
頁
）

○
張
膨
琴
工
疋
探
「
蓄
積
と
消
費
の
比
例
の
計
画
方
法
に
っ
い
て
」

　
（
六
三
年
第
一
期
一
五
頁
～
二
五
頁
）

○
岳
魏
「
国
民
経
済
の
給
合
バ
ラ
ン
ト
に
関
す
る
若
干
の
問
題
」
（
六

　
四
年
第
七
期
一
頁
２
七
頁
）

○
超
人
偉
「
単
純
再
生
産
と
拡
大
再
生
産
を
区
分
す
る
尺
度
に
つ
い

　
て
」
（
六
四
年
第
九
期
二
七
、
頁
～
三
五
頁
）

○
烏
家
培
「
”
投
入
産
出
分
析
〃
批
判
」
　
（
六
三
年
第
六
期
五
七
頁
～

　
七
二
頁
）

（
松
野
）

一
五
三
　
（
五
四
五
）


